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（１）調査の目的 

   義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や

学習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，

学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに，

そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

（２）調査の対象とする児童生徒 

 【小学校調査】 

小学校第６学年，義務教育学校前期課程第６学年，特別支援学校小学部第６学年 

【中学校調査】 

中学校第３学年，義務教育学校後期課程第３学年， 

中等教育学校前期課程第３学年，特別支援学校中学部第３学年 
 

（３）調査事項及び手法 

① 児童生徒に対する調査 

ア  教科に関する調査〔国語，算数・数学〕 

国語，算数・数学はそれぞれ次の(ｱ)と(ｲ)を一体的に出題。 

(ｱ) 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実

生活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ま

しい知識・技能等 

(ｲ) 知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のため

の構想を立て実践し評価・改善する力等 

     ※調査問題は学習指導要領（小学校調査においては平成 29 年告示，中学校調査においては平成

20年告示）に示された目標及び内容等に基づいて作成。 

イ  質問紙調査 

学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面等に関する質問紙調査を実施。 

本年度の主な調査項目は以下のとおり。 

・挑戦心，達成感，規範意識，自己有用感等 

・ICTを活用した学習状況 

・主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況 

・学習に対する興味・関心や授業の理解度等 

・新型コロナウイルス感染症の影響 

 

  ② 学校に対する質問紙調査 

学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備

の状況等に関する質問紙調査を実施。 

本年度の主な調査項目は以下のとおり。 

      ・生徒指導等 

      ・学校運営に関する状況／教職員の資質向上に関する状況 

      ・主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況 

・ICTを活用した学習状況 

      ・各教科の指導方法 

      ・新型コロナウイルス感染症の影響 

      

※調査項目は毎年度文部科学省において決定。 

※全国学力・学習状況調査の開始当初（平成 19 年度）と比べて質問紙調査の質問項目数が増加し，

平成 30年度より，毎年調査する項目と数年おきに調査する項目を分別し，質問項目数を選定。 
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（４）調査の方式 

   悉皆調査 

 

（５）調査日時  

令和３年５月 27日（木） 

   

【小学校調査】             

１時限目 ２時限目  

国語（45分） 算数（45分） 
児童質問紙 

（20～40分程度） 

 

【中学校調査】 
１時限目 ２時限目  

国語（50分） 数学（50分） 
生徒質問紙 

（20～45分程度） 

 

※児童生徒質問紙調査は，一部の国立大学附属学校において，PC・タブレット等の端末を

活用したオンラインによる回答方式で実施。 



ｰ4ｰ

（６）集計児童生徒・学校数 

① 集計基準 

児童生徒に対する調査について，令和３年５月 27日に実施された教科に関する

調査及び質問紙調査の結果を集計。学校に対する質問紙調査については，在籍する

児童生徒が調査を実施した学校の結果を集計。 

 

② 集計児童生徒数 

（小学校第６学年，義務教育学校前期課程第６学年，特別支援学校小学部第６学年） 

 調査対象児童数※1 
5月27日に調査を実施した

児童数※2 

【参考】 

5月27日～6月30日に調査

を実施した児童数 

公立 1,040,907人 994,101人 1,009,674人 

国立 6,393人 4,932人 6,308人 

私立 13,071人 6,567人 6,911人 

合計 1,060,371人 1,005,600人 1,022,893人 

 

 

（中学校第３学年，義務教育学校後期課程第３学年， 

中等教育学校前期課程第３学年，特別支援学校中学部第３学年） 

 調査対象生徒数※1 
5月27日に調査を実施した

生徒数※2 

【参考】 

5月27日～6月30日に調査

を実施した生徒数 

公立 989,824人 903,253人 919,949人 

国立 10,146人 7,616人 9,851人 

私立 81,250人 22,126人 26,261人 

合計 1,092,580人 932,995人 956,061人 

 

※1 調査対象児童生徒数について，公立・国立は，調査実施前に学校から申告された児童生徒

数，私立は，令和２年度学校基本調査による。調査当日までの転入出等により増減の可能

性がある。 

※2 調査を実施した児童生徒数は，回収した解答用紙が最も多かった教科の解答用紙の枚数で

算出。 
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③ 集計学校数 

（小学校，義務教育学校前期課程，特別支援学校小学部） 

 

調査対象者の

在籍する学校

数 

5月27日に調査を 

実施した学校数 

（実施率％） 

【参考】 

5月28日～6月30日

に調査を実施し

た学校数 

【参考】 

5月27日～6月30日に

調査を実施した学校

数（実施率％） 

公立 18,965校 
18,857校 

（99.4％） 
82校 

18,939校 

（99.9％） 

国立 75校 
61校 

（81.3％） 
14校 

75校 

（100.0％） 

私立 240校 
120校 

（50.0％） 
7校 

127校 

（52.9％） 

合計 19,280校 
19,038校 

（98.7％） 
103校 

19,141校 

（99.3％） 

 

 

（中学校，義務教育学校後期課程，中等教育学校前期課程，特別支援学校中学部） 

 

調査対象者の

在籍する学校

数 

5月27日に調査を 

実施した学校数 

（実施率％） 

【参考】 

5月28日～6月30日

に調査を実施し

た学校数 

【参考】 

5月27日～6月30日に

調査を実施した学校

数（実施率％） 

公立 9,475校 
9,320校 

（98.4％） 
130校 

9,450校 

（99.7％） 

国立 80校 
63校 

（78.8％） 
17校 

80校 

（100.0％） 

私立 761校 
297校 

（39.0％） 
37校 

334校 

（43.9％） 

合計 10,316校 
9,680校 

（93.8％） 
184校 

9,864校 

（95.6％） 
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（７）調査結果の解釈等に関する留意事項 

本調査は，幅広く児童生徒の学力や学習状況等を把握することなどを目的として実

施しているが，実施教科が特定の教科のみであることや，必ずしも学習指導要領全体

を網羅するものではないことなどから，本調査の結果については，児童生徒が身に付

けるべき学力の特定の一部分であること，学校における教育活動の一側面に過ぎない

ことに留意することが必要である。 

本調査の結果においては，国語，算数・数学ごとの平均正答数，平均正答率等の数値

を示しているが，平均正答数，平均正答率のみならず，中央値，標準偏差等の数値や分

布の状況を表すグラフの形状など他の情報と合わせて総合的に結果を分析，評価する

ことが必要である。また，個々の問題や領域等に着目して学習指導上の課題を把握・分

析し，児童生徒一人一人の学習改善や学習意欲の向上につなげることも重要である。  
 

＜用語説明＞  
語 句  説       明 

平均正答数   児童生徒の正答数の平均。 

平均正答率 平均正答数を百分率で表示。 
○国語，算数・数学ごとの平均正答率は，それぞれの平均正答数を設

問数で割った値の百分率（概数）。 
○学習指導要領の領域，評価の観点，問題形式，問題ごとの平均正答

率は，それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の

百分率。 

中央値 集団のデータを大きさの順に並べた時に真ん中に位置する値。 
平均値とともに集団における代表値として捉えられる。 

最頻値 集団のデータにおいて，最も多く現れる値。 

標準偏差 集団のデータの平均値からの離れ具合（散らばりの度合い）を表す数

値。標準偏差が０とは，ばらつきがない（データの値が全て同じ）こ

とを意味する。 

相関係数 二つの変数間の関係の程度を一つの数値で表す指標。相関係数は， 

－１から１までの範囲の値をとり，１に近いほど正の相関，－１に近

いほど負の相関が強いことを表す。 

解答類型 各問題についての正答，予想される解答などの解答状況を分類し整理

したもの。 
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とを意味する。 

相関係数 二つの変数間の関係の程度を一つの数値で表す指標。相関係数は， 

－１から１までの範囲の値をとり，１に近いほど正の相関，－１に近

いほど負の相関が強いことを表す。 

解答類型 各問題についての正答，予想される解答などの解答状況を分類し整理

したもの。 

 

 

２
．
教
科
に
関
す
る
調
査
の
結
果
（
概
要
）
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（１）調査問題の内容，課題等，指導改善のポイント

○調査問題の内容

学習指導要領における，「数と式」，「図形」，「関数」，「資料の活用」の各領域に示された指導内容

をバランスよく出題している。なお，中学校第２学年までの内容となるようにしている。

（例） ■ 数量の関係を一元一次方程式で表す。

■ 四角で四つの数を囲むとき，四つの数の和はいつでも４の倍数になることの説明を完成する。

■ 四角形ＡＢＣＥが平行四辺形になることを，平行四辺形になるための条件を用いて説明する。

■ 与えられた表やグラフを用いて，２分をはかるために必要な砂の重さを求める方法を説明する。

■ 二つの分布の傾向を比べるために相対度数を用いることの前提となっている考えを選ぶ。

■ ｢日照時間が６時間以上の日は，６時間未満の日より気温差が大きい傾向にある」と主張できる

理由を，グラフの特徴を基に説明する。

○課題等

数と式

◇ 整式の加法と減法の計算をすることはできている。〔１〕

◇ 具体的な場面で，一元一次方程式をつくることはできている。〔２〕

◆ 目的に応じて式を変形したり，その意味を読み取ったりして，事柄が成り立つ理由を説明す

ることに課題がある。〔６(2)〕

◆ 数学的な結果を事象に即して解釈し，事柄の特徴を数学的に説明することに課題がある。

〔６(3)〕

図形

◆ 扇形の中心角と弧の長さや面積との関係についての理解に課題がある。〔３〕

◆ 平行四辺形になるための条件を用いて，四角形が平行四辺形になることの理由を説明するこ

とに課題がある。〔９(1)〕

◆ 錯角が等しくなるための，２直線の位置関係の理解に課題がある。〔９(2)〕

◆ ある条件の下で，いつでも成り立つ図形の性質を見いだし，それを数学的に表現することに

課題がある。〔９(3)〕

関数

◇ 与えられた表やグラフから，必要な情報を適切に読み取ることはできている。〔７(1)〕

◆ 関数の意味の理解に引き続き課題がある。〔４〕

◆ 事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明することに引き続き課題がある。

〔７(2)〕

資料の活用

◇ 与えられたデータから中央値を求めることはできている。〔５〕

◇ ヒストグラムからある階級の度数を読み取ることはできている。〔８(1)〕

◆ 相対度数の必要性と意味の理解に課題がある。〔８(2)〕

◆ データの傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明することに引き続き課

題がある。〔８(3)〕

◇･･･比較的できている点 ◆･･･課題のある点 〔 〕内の記号は，問題番号
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○指導改善のポイント

数と式

○ 目的に応じて式を変形したり，その意味を読み取ったりして，事柄が成り立つ理由

を説明する活動の重視

・ 事柄が一般的に成り立つ理由を，筋道を立てて説明できるようにするために，成り立つと予想

した事柄について，文字式や言葉を用いて解決するための見通しをもち，その見通しを基に根拠

を明らかにして説明する活動を重視することが大切である。

○ 数学的な結果を事象に即して解釈し，事柄の特徴を数学的に説明する活動の充実

・ 数の性質について成り立つ事柄の特徴を数学的に説明することができるようにするために，文

字を用いて表した計算結果を事象と関連付けて読み取る活動を充実することが大切である。

図形

○ 円と扇形との比較を通して，扇形の特徴を的確に捉える活動の重視

・ 扇形の中心角と弧の長さや面積との関係の理解を深めることができるようにするために，扇形

が円の一部であり，その面積や弧の長さを何倍かすると，元の円になることを確認するなど，扇

形の特徴を的確に捉える活動を重視することが大切である。

○ ある条件の下で成り立つ事柄を見いだし，それを数学的に表現する活動の充実

・ ある条件の下で図形を動かしたとき，常に成り立つ事柄を見いだし，それを数学的に表現する

活動を充実することが大切である。その際，図形の構成要素に着目するなどして，いつでも成り

立つ事柄を見いだす場面を設定することが考えられる。

関数

○ 関数の意味を理解するために，二つの数量について，変化や対応の様子に着目して

その関係を的確に捉える活動の重視

・ 関数の意味を理解するために，具体的な事象の中から伴って変わる二つの数量を取り出し，そ

れらの関係を見いだす活動を重視することが大切である。その際，二つの数量の変化や対応の様

子に着目し，独立変数と従属変数との違いを考察する場面を設定することが考えられる。

○ 事象の数学的な解釈に基づいて，問題解決の方法を数学的に説明する活動の充実

・ 様々な問題を数学を活用して解決できるようにするために，問題解決の方法に焦点を当て，

「用いるもの」と「用い方」を明確にして問題解決の方法を説明する活動を充実することが大切

である。その際，方法の説明として不十分なものを取り上げ吟味する場面を設定し，説明を洗練

していく活動を取り入れることが重要である。

データの活用

○ 相対度数の必要性や意味を理解するために，大きさの異なる二つ以上の集団のデー

タの傾向を比べる活動の重視

・ 大きさの異なる二つ以上の集団のデータについて，その傾向を比較する活動を重視することが

大切である。その際，度数の合計が異なる二つの集団のデータを各階級の度数で比べてよいかに

ついて検討する場面を取り入れ，相対度数の必要性を実感できるようにすることが重要である。

○ 判断の理由を説明するために，データの傾向を的確に捉える活動の充実

・ 日常生活や社会における問題を取り上げ，その問題の解決のために収集したデータの傾向を的

確に捉える活動を充実することが大切である。その際，データを整理したグラフの形から分布の

特徴を視覚的に捉えたり，代表値を求めて比較したりするなど，数学的な表現を用いて判断の理

由を説明することが大切である。

※「指導改善のポイント」の記載は，今後の指導のために，平成29年告示の学習指導要領の領域・内容に基

づいている。
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（２）集計結果（正答等の状況） 
【数学】 

生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 

932,995 人 9.2問/16問 57.5％ 10.0問 3.7 11 問 

 

 

正答数分布グラフ（横軸:正答数，縦軸:生徒の割合）   学習指導要領の領域等の平均正答率 

 

 

 

分類・区分別集計結果                  

分類 区分 
対象問題数 

（問） 
平均正答率 

（％） 

学習指導

要領の 

領域 

数と式  5 65.3 

図形  4 51.8 

関数  3 56.8 

資料の活用  4 54.0 

評価の 

観点 

数学への関心・意欲・態度  0  

数学的な見方や考え方  7 41.5 

数学的な技能  3 77.9 

数量や図形などについての

知識・理解 
 6 65.9 

問題形式 

選択式  2 52.8 

短答式  9 70.8 

記述式  5 35.5 
 

 

0%

5%

10%
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20%

25%

30%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

問題別正答率「棒」・無解答率「折れ線」 

（横軸：問題番号，縦軸：生徒の割合） 

１   ２   ３     ４    ５   ６(1)  ６(2)   ６(3)    ７(1)    ７(2)   ８(1) ８(2)  ８(3) ９(1)  ９(2)  ９(3) 

(問) 

数
と
式 

関
数 

資料の活用 

図形 
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（２）集計結果（正答等の状況） 
【数学】 

生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 

932,995 人 9.2問/16問 57.5％ 10.0問 3.7 11 問 

 

 

正答数分布グラフ（横軸:正答数，縦軸:生徒の割合）   学習指導要領の領域等の平均正答率 

 

 

 

分類・区分別集計結果                  

分類 区分 
対象問題数 

（問） 
平均正答率 

（％） 

学習指導

要領の 

領域 

数と式  5 65.3 

図形  4 51.8 

関数  3 56.8 

資料の活用  4 54.0 

評価の 

観点 

数学への関心・意欲・態度  0  

数学的な見方や考え方  7 41.5 

数学的な技能  3 77.9 

数量や図形などについての

知識・理解 
 6 65.9 

問題形式 

選択式  2 52.8 

短答式  9 70.8 

記述式  5 35.5 
 

 

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

問題別正答率「棒」・無解答率「折れ線」 

（横軸：問題番号，縦軸：生徒の割合） 

１   ２   ３     ４    ５   ６(1)  ６(2)   ６(3)    ７(1)    ７(2)   ８(1) ８(2)  ８(3) ９(1)  ９(2)  ９(3) 

(問) 

数
と
式 

関
数 

資料の活用 

図形 

問題別集計結果 

 

 

 

 

 

 

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

数
学
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

数
学
的
な
技
能

数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１
2(1)
ア

○ ○ 77.4 0.8

２
1(3)
ウ

○ ○ 71.8 7.4

３
1(2)
ウ

○ ○ 68.6 0.3

４
1(1)
ア

○ ○ 48.4 9.2

５
1(1)
ア

○ ○ 84.4 1.0

６（１）
2(1)
イ,ウ

○ ○ 84.2 3.4

６（２）
2(1)
イ,ウ

○ ○ 62.3 15.1

６（３）
2(1)
イ,ウ

○ ○ 30.9 29.5

７（１）
1(1)
ウ

○ ○ 93.6 2.0

７（２）
1(1)
エ,オ

○ ○ 28.2 24.3

８（１）
1(1)
ア

○ ○ 83.2 4.2

８（２）
1(1)
ア

○ ○ 37.1 1.0

８（３）
1(1)
イ

○ ○ 11.2 31.8

９（１）
2(2)
イ,ウ

○ ○ 44.6 3.5

９（２）
2(1)
ア

○ ○ 64.7 14.0

９（３）
2(1)
ア

○ ○ 29.3 28.4

錯角が等しくなることについて，根拠となる直線Ｆ
Ｅと直線ＢＣの関係を，記号を用いて表す

錯角が等しくなるための，２直線の
位置関係を理解している

∠ＡＲＧや∠ＡＳＧの大きさについていつでも
いえることを書く

ある条件の下で，いつでも成り立つ
図形の性質を見いだし，それを数学
的に表現することができる

２つの分布の傾向を比べるために相対度数を用いる
ことの前提となっている考えを選ぶ

相対度数の必要性と意味を理解して
いる

「日照時間が６時間以上の日は，６時間未満の日よ
り気温差が大きい傾向にある」と主張できる理由
を，グラフの特徴を基に説明する

データの傾向を的確に捉え，判断の
理由を数学的な表現を用いて説明す
ることができる

四角形ＡＢＣＥが平行四辺形になることを，平行四
辺形になるための条件を用いて説明する

平行四辺形になるための条件を用い
て，四角形が平行四辺形になること
の理由を説明することができる

与えられた表やグラフから，砂の重さが７５ｇ
のときに，砂が落ちきるまでの時間が３６．０秒で
あったことを表す点を求める

与えられた表やグラフから，必要な
情報を適切に読み取ることができる

与えられた表やグラフを用いて，２分をはかる
ために必要な砂の重さを求める方法を説明する

事象を数学的に解釈し，問題解決の
方法を数学的に説明することができ
る

気温差が９℃以上１２℃未満の階級の度数を書く
ヒストグラムからある階級の度数を
読み取ることができる

四角で囲んだ４つの数が１２，１３，１７，
１８のとき，それらの和が４の倍数になるか
どうかを確かめる式を書く

問題場面における考察の対象を明確
に捉えることができる

四角で４つの数を囲むとき，４つの数の和は
いつでも４の倍数になることの説明を完成する

目的に応じて式を変形したり，その
意味を読み取ったりして，事柄が成
り立つ理由を説明することができる

四角で４つの数を囲むとき，四角で囲んだ４つの数
の和がどの位置にある２つの数の和の２倍であるか
を説明する

数学的な結果を事象に即して解釈
し，事柄の特徴を数学的に説明する
ことができる

中心角６０°の扇形の弧の長さについて正しい
ものを選ぶ

扇形の中心角と弧の長さや面積との
関係について理解している

経過した時間と影の長さの関係を，「…は…の関数
である」という形で表現する

関数の意味を理解している

反復横とびの記録の中央値を求める
与えられたデータから中央値を求め
ることができる

正
答
率

(

％

)
無
解
答
率

(

％

)

数量の関係を一元一次方程式で表す
具体的な場面で，一元一次方程式を
つくることができる

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

評価の観点 問題形式

（５x＋６y）－（３x－２y）を計算する 整式の加法と減法の計算ができる

学習指導要領の領域
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（５）教育委員会の状況 

 

［数学］ 

 
 正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：教育委員会の割合） 

 

 

（６）学校の状況 

 

［数学］ 

 
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：学校の割合） 

 

9.0 / 161,786 56.1 56.0 6.6

教育委員会数
教育委員会の
平均正答数

教育委員会の
平均正答率

(％)

教育委員会の
中央値
(％)

教育委員会の
標準偏差

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

50%

55%

60%

0％～ 10％～ 20％～ 30％～ 40％～ 50％～ 60％～ 70％～ 80％～ 90％～

9.1 / 169,676 56.6 56.6 8.8

学校数
学校の

平均正答数

学校の
平均正答率

(％)

学校の
中央値
(％)

学校の
標準偏差

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

0％～ 10％～ 20％～ 30％～ 40％～ 50％～ 60％～ 70％～ 80％～ 90％～

○ 各教育委員会の状況については，全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を 

見ると，平成 31 年度と比べ，ばらつきに大きな変化は見られない。  

○ 各学校の状況については，全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を見ると， 

平成 31 年度と比べ，ばらつきに大きな変化は見られない。 
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（７）国・公・私立学校の状況 

 

［数学］ 

＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 

 

 

＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 

 

 

＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 
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問
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問

○ 国立・私立学校は一般的に入学者選抜を行っていることに留意する必要があるが，平均正答 

数について見ると，国立・私立学校は，公立学校を上回っている。 

9.1 / 16

生徒数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

903,253 57.2 10.0 3.7

12.7 / 16

生徒数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

7,616 79.5 13.0 2.5

10.2 / 16

生徒数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

22,126 64.0 11.0 3.3
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（７）国・公・私立学校の状況 

 

［数学］ 

＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 

 

 

＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 

 

 

＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 
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○ 国立・私立学校は一般的に入学者選抜を行っていることに留意する必要があるが，平均正答 

数について見ると，国立・私立学校は，公立学校を上回っている。 
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生徒数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

903,253 57.2 10.0 3.7

12.7 / 16

生徒数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

7,616 79.5 13.0 2.5

10.2 / 16

生徒数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

22,126 64.0 11.0 3.3
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（１）「３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題」の見方

調査問題について，出題の趣旨，学習指導要領における領域・内容，解答類型と反応率，
分析結果と課題，学習指導に当たってなどを記述しています。

解答類型は，児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握することができるように，設定
する条件等に即して解答を分類，整理したものです。正誤だけではなく，児童生徒一人一人
の解答の状況（どこでつまずいているのか）等に着目した学習指導の改善・充実を図る際に
活用することができます。

＜正答＞
「◎」… 解答として求める条件を全て満たしている正答
「○」… 問題の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答
※ 反応率は小数第二位を四捨五入したものであるため，「◎」と「○」の反応率の合計

と正答率が一致しない場合や合計が100％にならない場合があります。

問題ごとに，以下の内容について記述しています。
・ 正答率，課題の有無
・ 特徴的な解答について，反応率，解答例，課題の詳細
・ これまでの調査で見られた課題との関連 など

解答類型と反応率

分析結果と課題

問題画像

調査問題を縮小して掲載しています。

解答類型ごとの反応率，正答の条件

を示しています。（詳細は下欄参照）

問題ごとの出題の意図，把握しよう

とする力などを記述しています。

■学習指導要領における領域・内容

調査対象学年及び他の学年の児童

生徒への学習指導の改善・充実を図る

際に参考となるように，関係する学習

指導要領における領域・内容を示して

います。

１．解答類型と反応率

問題ごとに出題の意図，把握しよう

とする力，場面設定などを記述してい

ます。

出題の趣旨

趣旨
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（１）「３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題」の見方

調査問題について，出題の趣旨，学習指導要領における領域・内容，解答類型と反応率，
分析結果と課題，学習指導に当たってなどを記述しています。

解答類型は，児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握することができるように，設定
する条件等に即して解答を分類，整理したものです。正誤だけではなく，児童生徒一人一人
の解答の状況（どこでつまずいているのか）等に着目した学習指導の改善・充実を図る際に
活用することができます。

＜正答＞
「◎」… 解答として求める条件を全て満たしている正答
「○」… 問題の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答
※ 反応率は小数第二位を四捨五入したものであるため，「◎」と「○」の反応率の合計

と正答率が一致しない場合や合計が100％にならない場合があります。

問題ごとに，以下の内容について記述しています。
・ 正答率，課題の有無
・ 特徴的な解答について，反応率，解答例，課題の詳細
・ これまでの調査で見られた課題との関連 など

解答類型と反応率

分析結果と課題

問題画像

調査問題を縮小して掲載しています。

解答類型ごとの反応率，正答の条件

を示しています。（詳細は下欄参照）

問題ごとの出題の意図，把握しよう

とする力などを記述しています。

■学習指導要領における領域・内容

調査対象学年及び他の学年の児童

生徒への学習指導の改善・充実を図る

際に参考となるように，関係する学習

指導要領における領域・内容を示して

います。

１．解答類型と反応率

問題ごとに出題の意図，把握しよう

とする力，場面設定などを記述してい

ます。

出題の趣旨

趣旨

調査問題に関係する領域・内容について，各学年での日々の学習指導の改善・充実を図る
際に御活用ください。また，本書のほか，授業の改善・充実を図る際の参考となるように，
授業のアイディアの一例を示すものとして「授業アイディア例」（本年９月下旬公表予定）
を作成しますので，本書及び「解説資料」（本年５月公表）と併せて御活用ください。

なお，関連する過去の調査の報告書や授業アイディア例など，これまで作成した資料の該
当ページを記載していますので，これらの資料も併せて御活用ください。

本書では，以下の資料については略称を用いています。

資 料 略 称

「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ
「４年間のまとめ【○学校編】」

～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～【○学校編】」 （平成24年9月発行）

「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」

「平成○年度 全国学力・学習状況調査 報告書 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】報告書」

「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】の結果を踏まえた授業アイディア例」 「平成○年度【○学校】授業アイディア例」

「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて～【○学校版】」
「言語活動事例集【○学校版】」

（小学校：平成23年10月発行/中学校：平成24年6月発行/高等学校：平成26年2月発行）

※図はイメージです。

学習指導に当たって

２．分析結果と課題

正答率，課題の有無，特徴的な解答

の分析，これまでの調査で見られた課

題との関連などを記述しています。

（詳細は前ページの下欄参照）

調査結果を受け，学習指導の改善・

充実を図る際のポイントを，新学習指

導要領の内容に基づいて，問題ごとに

記述しています。（詳細は下欄参照）

３．学習指導に当たって

著作物からの出題の場合に，出典及

び著作権者などについて示していま

す。また，問題作成に当たって参考と

したものについても示しています。

※出典等
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数学１ 文字を用いた式の四則計算

出題の趣旨

文字を使って数や図形の性質を説明したり，方程式を解いたりする場面において必要と

なる，次のことができるかどうかをみる。

・数・式などを活用して，数学的に処理すること

・整式の加法と減法の計算をすること

文字を使って数や図形の性質を説明したり，方程式を解いたりする場面では，形式的な処理

によって容易に結果が得られるようにするために，項の意味や計算の法則に着目して文字を用

いた式の計算や処理をすることが大切である。

本問は，整式の加法と減法の計算ができるかどうかをみる問題である。整式の加法と減法は，

文字を使って数に関する性質を説明したり，方程式を解いたりする際に必要であることから出

題した。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ａ 数と式

(1) 具体的な事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に表現したり式

の意味を読み取ったりする能力を養うとともに，文字を用いた式の四則計算ができる

ようにする。

ア 簡単な整式の加法，減法及び単項式の乗法，除法の計算をすること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

１ １ ２x＋８y と解答しているもの。 77.4 ◎

２ ２x＋４y と解答しているもの。 6.2

３ ８x＋８y と解答しているもの。 0.8

４ ８x＋４y と解答しているもの。 0.6

５ 単項式を解答しているもの。 1.3

99 上記以外の解答 12.9

０ 無解答 0.8

１
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２．分析結果と課題

○ 解答類型99の中には，－１５x２－８xy＋１２y２ という解答がみられた。これは，

（５x＋６y）（－３x＋２y）と計算した生徒がいると考えられる。

３．学習指導に当たって

○ 文字を用いた式の計算ができるようにする

文字を用いた式の計算が確実にできるようにするために，計算の法則を確認したり，計算

の過程を振り返ったりする活動を取り入れることが大切である。

本問を使って授業を行う際には，正しい計算と誤りのある計算を比較して誤りの部分を指

摘し，整式の計算で使われている計算の法則を確認する活動が考えられる。その際，第１学

年で学習した文字を用いた式の計算と関連付けて考察し，正負の数の四則計算と分配法則の

特徴を的確に捉え直す場面を設定することが考えられる。

＜正しい計算の例＞ ＜誤りのある計算の例＞

（５x＋６y）－（３x－２y） （５x＋６y）－（３x－２y）

＝５x＋６y－３x＋２y ＝５x＋６y－３x－２y

＝５x－３x＋６y＋２y ＝５x－３x＋６y－２y

＝２x＋８y ＝２x＋４y

○ 数学的に問題解決するために，文字を用いた式の計算や処理を的確にできるように

する

文字を使って数や図形の性質を説明したり，方程式を解いたりする場面において，形式的

な処理によって容易に結果が得られるように指導することが大切である。

例えば，平成25年度【中学校】数学Ｂ２「位を入れかえた数」で取り上げたように，２け

たの自然数と，その数の十の位の数と一の位の数を入れかえてできた自然数の差には，どの

ような事柄が成り立つかについて考察する場面を設定することが考えられる。その際，十の

位の数を x，一の位の数を yとしたとき，二つの自然数を １０x＋ y，１０y＋ x とし，そ

の差がどのような数であるかを考察するために，（１０x＋ y）－（１０y＋ x）のような式をつ

くり，整式の減法を的確に処理することが大切である。その上で，計算した結果である

９x－９y を ９（ x－ y）と変形し，成り立つと予想した事柄である「２けたの自然数と，そ

の数の十の位の数と一の位の数を入れかえた数の差は，９の倍数になる。」ことを説明する

ことが大切である。また，連立二元一次方程式を解く場面において，二つの文字のうち一方

の文字を消去するために加減法を用いることがある。その際，整式の減法の計算をすること

があり，それを的確に処理することで正しい解を見いだすことができるようになる。

このように，数学的に問題解決するために，整式の加法や減法の計算を的確にできるよう

にすることが大切である。

１
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数学２ 方程式

出題の趣旨

事象を捉え，一元一次方程式を用いて考察する場面において必要となる，次のことがで

きるかどうかをみる。

・事象に即して解釈したことを数学的に表現すること

・具体的な場面で，一元一次方程式をつくること

事象を捉え，一元一次方程式を用いて考察する場面では，事象の中の数量の関係を捉え，そ

れを数学的に表現することが大切である。

本問は，「具体的な場面で，一元一次方程式をつくることができるかどうかをみる」という

趣旨において，平成29年度【中学校】数学Ａ３(2)（正答率53.6％）と同趣旨の問題であり，

課題がみられたことから出題した。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ａ 数と式

(3) 方程式について理解し，一元一次方程式を用いて考察することができるようにする。

ウ 簡単な一元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で活用すること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

２ ２x＋８００＝４x＋５００

１
又は と解答しているもの。

71.8 ◎

（同値な式であればよい。代金は y と異なる文字で表していてもよ

い。）

２ 上記１以外の一元一次方程式を解答しているもの。 5.4

３ ２x＋８００ 又は ４x＋５００ と解答しているもの。 3.3

99 上記以外の解答 12.1

０ 無解答 7.4

yx２x＋８００

yx４x＋５００
Ç

２
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２．分析結果と課題

○ 解答類型99の中には，「１５０円」という解答がみられた。これは，ノート１冊の値段を求

めた生徒がいると考えられる。

○ 平成29年度【中学校】数学Ａ３(2)（正答率53.6％）で類題を出題している。「平成29年

度【中学校】報告書」において，「具体的な場面で，一元一次方程式をつくること」に課題

があると分析している。これに関連して本問では，「数量の関係を一元一次方程式で表すこ

と」をみる問題を出題した（正答率71.8％）。

３．学習指導に当たって

○ 具体的な問題の解決に方程式を活用するために，方程式をつくることができるよう

にする

問題解決の場面で方程式を活用する際に，問題の中にある数量やその関係を捉え，一元一

次方程式をつくることができるように指導することが大切である。

本問を使って授業を行う際には，求めたい数量のノート１冊の値段を x 円とし，ノート

２冊と筆箱１個を買ったときの代金 ２x ＋８００（円）とノート４冊とシャープペンシル１

本を買ったときの代金 ４x ＋５００（円）が等しい関係にあることから，代金を表した二つ

の式を等号で結んで方程式に表せることを確認する場面を設定することが考えられる。そ

の際，線分図などで整理して数量の関係を捉える活動を取り入れることが考えられる。

○ 方程式を用いて問題解決することを通して，方程式を活用することのよさを実感で

きるようにする

具体的な問題を方程式を活用して解決する際に，問題の中にある数量やその関係を捉え，

等しい数量関係に着目して方程式をつくり，それを解き，求めた解を問題に即して解釈し，

問題の答えを求めるといった一連の活動を経験することにより，方程式を活用することのよ

さや意義を実感できるようにすることが大切である。

例えば，平成28年度【中学校】数学Ｂ１「ドッジボール大会」で取り上げたように，大会

の時間が決められていることを前提として，１回の休憩時間を決めるために方程式をつくる

場面を設定することが考えられる。その際，求めたい１回の休憩時間を x 分と表し，試合

時間の合計と試合と試合の間の休憩時間の合計の和が大会時間６０分と等しいことを見いだ

してつくった方程式 １６×３＋２x ＝６０ から１回の休憩時間を求める活動を取り入れるこ

とが考えられる。そこで，この方程式の解である x ＝６ が試合と試合の間の休憩時間とし

て適切かどうかを検討する場面を設け，答えとして適切であることを確認することが大切で

ある。さらに，試合をもう１試合増やし，休憩時間を４分と決めた場合，１試合の時間を何

分とすればよいかを検討することが考えられる。その際，試合時間の合計と休憩時間の合計

の和が大会時間６０分と等しいことから，求めたい１回の試合時間を x分と表せば，

４x ＋４×３＝６０ の方程式をつくることができ，条件を変えた場合も問題を解決すること

ができるという見通しを立てる活動を取り入れることが大切である。

このような活動を通して，相等関係を見いだし方程式を解くことで，形式的な処理によっ

て問題を解決することができることや，条件を設定し直した場合でも，もとの方程式を部分

的につくりかえることで容易に問題を解決することができるといった方程式のよさを実感で

きるようにすることが大切である。

２
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数量の関係を一元一次方程式で表すことの学習指導に当たって

本問では，「具体的な場面で一元一次方程式をつくることができるかどうかをみる」と

いう趣旨の下で調査をした結果，正答率 71.8％，無解答率 7.4％ であった。また，本問

と同趣旨の問題であった平成29年度【中学校】数学Ａ３(2)の調査については，正答率

53.6％，無解答率 16.2％ であった。

問題番号 問題の概要 正答率 無解答率 解説資料 報告書

H29A３(2) 数量の関係を一元一次方程式で表す 53.6％ 16.2％ P.30〜P.39 P.44〜P.53

R03２ 数量の関係を一元一次方程式で表す 71.8％ 7.4％ P.14〜P.15 P.22〜P.25

具体的な場面において一元一次方程式を活用し問題解決する際に，生徒が求めたい数量

に着目し，それを文字で表すこと，問題の中の数量やその関係から，二通りに表される数

量を見いだし，文字を用いた式に表して，それを検討する場面を設定することが大切であ

る。その際，等しい関係にある数量を見いだすことが容易な場合と困難な場合がある。例

えば，令和３年度【中学校】数学２では，示された二通りの代金に等しい関係があること

が明示されているため，一元一次方程式をつくることができたと考えられる。一方，下の

ような平成29年度【中学校】数学Ａ３(2)においては無解答率 16.2％ であった。求めた

い数量である「生徒の人数」については明示されているが，どの数量について等しい関係

があるのかについては明示されていない。このことから，どのようにして一元一次方程式

をつくればよいかわからなかった生徒がいると考えられる。

平成29年度【中学校】数学Ａ３(2)調査問題

このようなことから，具体的な場面において一元一次方程式を活用し問題解決する際に，

等しい関係にある数量を見いだし，方程式をつくることができるよう引き続き指導するこ

とが大切である。指導に当たっては，次のような活動が考えられる。

○ ある数量に着目して線分図や表などに表し，等しい関係を見いだす活動

このことについて，例えば，次のような学習指導の工夫が考えられる。

２
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令和３年度【中学校】数学２における問題を使って授業を行う際には，事象の中の数量

について線分図を用いて数量の関係を捉える場面を設定することが考えられる。代金につ

いて，ノートと筆箱を買ったとき，ノートとシャープペンシルを買ったときの二通りで表

されており，それらの数量を線分図などを使って捉え，２x ＋８００ と ４x ＋５００ と表

されることを確認することが大切である。その上で，二通りで表される代金が等しいこと

から，２x＋８００＝４x＋５００ と表すことができるようにすることが大切である。

また，平成29年度【中学校】数学Ａ３(2)を使って授業を行う際には，折り紙を６枚ず

つ配っても，８枚ずつ配っても，最初に用意した折り紙の枚数が同じであることに着目し

て，折り紙の枚数について線分図に表す場面を設定することが考えられる。その際，生徒

の人数を x人とし，「１人に６枚ずつ配った折り紙の枚数が ６x 枚で１６枚余る」について，

折り紙の枚数を ６x ＋１６ の式で表すとともに，その関係を線分図に表す活動を取り入

れることが考えられる。その上で，「１人に８枚ずつ配ると４枚足りない」というもう一

つの状況を取り上げ，折り紙の枚数が変わらないことに着目して等しい長さで線分を書き，

この場合における線分図を作成する場面を設定することが考えられる。その際，１人に８

枚ずつ配る場合，配ろうとした折り紙の枚数８x が，最初に用意された折り紙の枚数より

４枚多いことについて線分図に表し，最初に用意された折り紙が ８x －４ と表すことが

できることを確認することが大切である。なお，線分図に表す際には，配ろうとした折り

紙の枚数８x は最初に用意した折り紙の枚数である ６x＋１６ より大きくなるといった関

係を捉えることが大切である。

このようにして，事象の中のある数量について，二通りに表される数量の等しい関係を

捉えることが考えられる。そして，この関係を用いて問題解決のために一元一次方程式を

つくることができるように指導することが大切である。

代金

２x 円 ８００円

（２x＋８００）円

（４x＋５００）円

４x 円 ５００円

折り紙の枚数

１６枚

４枚

（６x＋１６）枚

（８x－４）枚

８x枚

６x枚

２
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数学３ 空間図形

出題の趣旨

図形の性質を考察する場面において，次のことができるかどうかをみる。

・事象の特徴を的確に捉えること

・扇形の中心角と弧の長さや面積との関係について理解していること

図形の性質を考察する場面では，辺の長さや角の大きさなどの数量に着目し，それらの関係

を捉えることが大切である。

本問は，扇形の弧の長さがその中心角の大きさに比例することを理解しているかどうかをみ

る問題である。扇形が円の一部であることをもとに，扇形の中心角と弧の長さとの関係につい

て理解することは，扇形の弧の長さを求める際に必要であることから出題した。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｂ 図形

(2) 観察，操作や実験などの活動を通して，空間図形についての理解を深めるとともに，

図形の計量についての能力を伸ばす。

ウ 扇形の弧の長さと面積並びに基本的な柱体，錐体及び球の表面積と体積を求める

こと。

３
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１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

３ １ ア と解答しているもの。 3.1

２ イ と解答しているもの。 18.3

３ ウ と解答しているもの。 6.6

４ エ と解答しているもの。 3.1

５ オ と解答しているもの。 68.6 ◎

99 上記以外の解答 0.0

０ 無解答 0.3

２．分析結果と課題

○ 解答類型２の中には，示された扇形の中心角６０°と１８０°との関係に基づいて解答した生

徒がいると考えられる。

３．学習指導に当たって

○ 扇形を円の一部として捉え，中心角の大きさに伴って変わる数量に着目し，その関係

を見いだすことができるようにする

円や扇形の学習を進める際に，半径が等しい円と扇形を比較する機会を設定し，扇形を円

の一部として捉えることができるように指導することが大切である。

本問を使って授業を行う際には，円を折ったり，切ったりしてできた扇形ともとの円を比

べる活動を行うなど，観察や操作，実験を通して，扇形と円を関連付けて捉える場面を設定

することが考えられる。さらに，半径を一定にして，中心角を様々な大きさに変えた扇形の

弧の長さや面積を調べ，表や式に表すことを通して，それらが扇形の中心角に伴って変わる

数量となっていることを確認する場面を設定することが考えられる。

このような活動を通して，扇形を円の一部として捉え，扇形の中心角の大きさと弧の長さ

や面積との関係を見いだすことができるようにすることが大切である。

○ 図形の性質を数量の関係に着目して捉え直し，その特徴を数学的に表現することがで

きるようにする

図形の性質を数量の関係に着目して捉え，その関係を数学的に表現できるように指導す

ることが大切である。その際，関数の視点から図形の性質を考察する場面を設定すること

が考えられる。

例えば，第２学年における，三角形や四角形などの多角形の角の大きさについての性質

を調べるといった学習において，平成24年度【中学校】数学Ｂ６「正多角形の外角」で取

り上げたように，正多角形の頂点の数と正多角形の一つの外角の大きさについて着目し，

表を観察することなどを通して，「正多角形の頂点の数を決めると，それに伴って正多角形

の一つの外角の大きさがただ一つ決まる」ことを確認することが考えられる。「正多角形の

一つの外角の大きさは，正多角形の頂点の数の関数である」と捉え直すことで，その関係

を式で表現し，説明できるようにすることが大切である。本問においても，扇形が円の一

部であり，半径が一定の場合，その弧の長さや面積が扇形の中心角に比例し，扇形の中心

角の大きさと３６０°の比によって決まると捉え直す場面を設定することが考えられる。

このような活動を通して，扇形の中心角と弧の長さや面積との関係を数学的に表現する

ことができるようになり，さらには公式の意味の理解を深めることにもつながると考えら

れる。

３
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扇形の中心角と弧の長さや面積との関係の学習指導に当たって

これまでの全国学力・学習状況調査【中学校】数学における調査結果から，扇形の中心

角と弧の長さや面積との関係の理解について課題がみられた。

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H21A５(4) 中心角６０°の扇形の面積について正しいものを選ぶ 57.5％ P.33～ P.37 P.252～ P.257
H24A４(3) 中心角１２０°の扇形の面積について正しいものを選ぶ 70.6％ P.32～ P.37 P.232～ P.239
H29A４(3) 半径が５ｃｍ，中心角が１２０°の扇形の弧の長さを求める 32.2％ P.40～ P.45 P.54～ P.61
R03３ 中心角６０°の扇形の弧の長さについて正しいものを選ぶ 68.6％ P.16～ P.17 P.26～ P.29

中学校学習指導要領（平成29年告示）では，身に付ける知識及び技能として下のような

事項が取り上げられている。

〔第１学年〕 Ｂ 図形

(2)ア(イ) 扇形の弧の長さと面積，基本的な柱体や錐体，球の表面積と体積を求めること。

この事項について，例えば，次のような学習指導が考えられる。

円を折ったり，切ったりしてできた扇形ともとの円を比べる活動を行うなど，観察や操

作，実験を通して，扇形と円を関連付けて捉える場面を設定すること

扇形を円の一部として理解できるようにするためには，実際に円を折るなどしてできた

図形を観察する場面を取り上げ，授業の中で実感を伴って理解することができるようにす

ることが大切である。

円を３回折って開き，折り目の線をかいてみましょう。

区切られた図形について何かわかることはありますか。

折り目の線が円の

直径になっています。

扇形がたくさんあります。

４５°

４５°が８つあります。 同じ大きさの扇形ができています。

どんな扇形を見つけましたか。

発表してください。

４５°の扇形があります。

２７０°の扇形もあるのではないかな。

４５°

１８０°

９０°

２７０°９０°の扇形もあるよ。

１８０°の扇形もあるね。

教師

３
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２つの半径と弧で囲まれた図形のことをいうと思います。

４５°を８倍すると，３６０°になるね。

中心角４５°の扇形を８つ合わせると，

元の円になります。

中心角４５°の扇形が

８つあります。

そうですね。２つの半径と弧で囲まれた図形のことを扇形といいます。

２つの半径のつくる角を中心角といいます。

右の図において，中心角４５°の扇形について考えます。

この扇形と元の円についてどのようなことがいえそうですか。

４５°

じゃあ，中心角４５°の扇形の

面積は元の円の面積の 倍と

いうことかな。

１
ー
８

弧の長さと円周にも

同じようなことが

いえそうだよ。

中心角４５°の扇形について，同じ半径の円を元にして

弧の長さや面積を考えたのですね。

中心角が４５°ではない扇形についても考えてみたいと思います。

次の作図でできる扇形について考えてみましょう。

この作図で正六角形を

作ることができるよね。

中心角が６０°の扇形が

６つできているね。

今度は，右の図のような中心角６０°の扇形について考えます。

この扇形と元の円についてどのようなことがいえそうですか。

６０°を６倍すると，３６０°に

なるね。中心角６０°の扇形を

６つ合わせると，元の円に

なります。

中心角６０°の扇形の弧の長さや

面積は元の円からみたら 倍

だよね。

６０°

３６０°

１
ー
６

倍は とみても

よいのかな。

１
ー
６

中心角４５°の扇形と同じように

元の円との関係がわかったよ。

これまでの活動を振り返って，扇形について

どのようなことがわかってきましたか。
６０°４５°

扇形は，同じ半径の円を元にして考えると

よさそうだということがわかりました。

６０°

扇形というのはどんな図形でしょうか。説明してみましょう。

３
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数学４ 比例，反比例

４
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出題の趣旨

関数を用いて事象を捉え考察する場面において必要となる，次のことができるかどうか

をみる。

・事象の特徴を的確に捉えること

・関数の意味を理解していること

関数を用いて事象を捉え考察する場面では，具体的な事象の中から伴って変わる２つの数量

を取り出し，それらの変化や対応を調べることを通して，２つの数量の関係について的確に捉

えることが大切である。

本問は，「関数の意味を理解しているかどうかをみる」という趣旨において，平成29年度【中

学校】数学Ａ９（正答率21.1％）と同趣旨の問題であり，課題がみられたことから，その学習

の状況の変化を把握するために出題した。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｃ 関数

(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを

通して，比例，反比例の関係についての理解を深めるとともに，関数関係を見いだし

表現し考察する能力を培う。

ア 関数関係の意味を理解すること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

４
１

①に 影の長さ と解答し，②に 経過した時間 と解答しているも
48.4 ◎

の。

２ 上記１以外で，①に 影の長さ と解答しているもの。 3.5

３ 上記１以外で，②に 経過した時間 と解答しているもの。 0.3

４
①に 経過した時間 と解答し，②に 影の長さ と解答しているも

30.5
の。

５ 上記４以外で，①に 経過した時間 と解答しているもの。 0.8

６ 上記４以外で，②に 影の長さ と解答しているもの。 0.2

99 上記以外の解答 7.0

０ 無解答 9.2

４
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２．分析結果と課題

○ 解答類型４の中には，独立変数と従属変数の違いを区別できていない生徒がいると考えら

れる。

○ 平成26年度【中学校】数学Ａ９（正答率36.7％）及び平成29年度【中学校】数学Ａ９（正

答率21.1％）で類題を出題している。「平成26年度【中学校】報告書」及び「平成29年度【中

学校】報告書」において，「関数の意味の理解」に課題があると分析している。これに関連

して本問では，「経過した時間と影の長さの関係を，…は…の関数であるという形で表現す

ること」をみる問題を出題した（正答率48.4％）。今回の結果から，改善の傾向がみられる

が，関数の意味の理解について引き続き課題がある。

３．学習指導に当たって

○ 様々な事象の考察を通して，関数の意味を理解できるようにする

日常的な事象の中にある二つの数量の変化や対応の様子を調べ，それらの関係を見いだす

活動を通して，関数の意味を理解できるように指導することが大切である。その際，独立変

数と従属変数との違いを意識して「…は…の関数である」という形で表現できるように指導

することが大切である。

本問を使って授業を行う際には，経過した時間を決めると影の長さはただ一つに決まるこ

とを確認し，「影の長さは経過した時間の関数である」という形で表現する活動を取り入れ

ることが考えられる。本問における「午前８時から経過した時間と影の長さ」のデータでは，

影の長さが９６ｃｍになる時間が２時間後と５時間後の二つある。ここで，関数の意味をさ

らに理解させるために，影の長さを決めても経過した時間はただ一つに決まらないことに気

付かせるとともに，独立変数と従属変数との違いを考察する活動が考えられる。また，式で

表すことが困難な関数関係もあることに留意し，関数の意味の理解を深めることが考えられ

る。

○ 身の回りにある事象を関数関係として捉え，考察することができるようにする

日常的な事象において伴って変わる二つの数量の対応関係について考察する際に，関数

を用いてその事象の特徴を捉えることができるように指導することが大切である。

例えば，令和２年度【中学校】数学６「紙パック」で取り上げたように，集まった紙パッ

クの枚数を直接数えずに求める場面を設定することが考えられる。その際，紙パックの枚数

の変化とともに，紙パックの重さや紙パックを積み上げたときの厚さが変わるという観察か

ら，伴って変わる二つの数量を見いだし，その関係を整理する活動を取り入れることが考え

られる。その上で「紙パックの枚数は紙パックの重さの関数である」や「紙パックの枚数は

紙パックの厚さの関数である」と捉えることにより，見いだした関数関係を用いて紙パック

の枚数を求めることができるように指導することが大切である。

このような活動を通して，伴って変わる二つの数量の一方の値を決めれば他方の値がただ

一つ決まるという関数についての理解を一層深め，身の回りにある事象を関数関係として捉

えたり，その事象の考察に生かしたりしようとする態度を養うことが大切である。

４
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数学５ 資料の散らばりと代表値

出題の趣旨

データに基づいて不確定な事象を考察する場面において，次のことができるかどうかを

みる。

・数・式，図，表，グラフなどを活用して，数学的に処理すること

・与えられたデータから中央値を求めること

データに基づいて不確定な事象を考察する場面では，データの特徴や傾向を読み取り，問題

の結論について判断するために，代表値を求めることが大切である。

本問は，中央値を求めることができるかどうかをみる問題である。代表値の１つである中央

値を求めることは，分布の特徴を捉える際に必要であることから出題した。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｄ 資料の活用

(1) 目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表やグラフに整

理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取ることができるよ

うにする。

ア ヒストグラムや代表値の必要性と意味を理解すること。

５
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１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

５ １ ５４ と解答しているもの。 84.4 ◎

２ ５３ 又は ５５ と解答しているもの。 7.8

３ ５０ と解答しているもの。 1.3

４ ５２ と解答しているもの。 2.6

５ ５６ と解答しているもの。 0.5

99 上記以外の解答 2.4

０ 無解答 1.0

２．分析結果と課題

○ 平成27年度【中学校】数学Ａ14(1)（正答率46.3％）及び平成30年度【中学校】数学Ａ

14(2)（正答率74.3％）で類題を出題している。「平成27年度【中学校】報告書」において，

「与えられた資料から中央値を求めること」に課題があると分析している。これに関連して

本問では，「反復横とびの記録の中央値を求めること」をみる問題を出題した（正答率84.4

％）。今回の結果から，改善の傾向がみられる。

３．学習指導に当たって

○ データの特徴を捉えるために，代表値を求めることができるようにする

データの特徴を捉えるために，代表値を求めることができるように指導することが大切で

ある。その際，目的に応じてデータ全体を表す指標としてふさわしい代表値を選択し，それ

を的確に求める活動を取り入れることが考えられる。

本問を使って授業を行う際には，ある中学校の男子生徒１０人が反復横とびを２０秒間行っ

たときの記録における代表値や最大値，最小値，範囲の値を求め，それらを用いて反復横と

びの記録の特徴を捉える活動を取り入れることが考えられる。例えば，男子生徒１０人で

行った反復横とびにおいて，自分の記録が多い方なのか少ない方なのかを知りたいとき，中

央値を用いればよいことを見通しそれを的確に求めることが大切である。本問のように，

データの数が偶数である場合には大きさの順に並べたときのちょうど真ん中にあたるデータ

がないことに気付くことができるようにし，データの中央にある二つのデータの平均値を中

央値として計算し，それを用いて自分の記録が多い方なのか少ない方なのかを判断する場面

を設定することが大切である。

なお，全てのデータを大きさの順に並べて二つに等しく分けたときの区切りの値である中

央値の考え方は，全体を四つに等しく分けてデータの傾向をつかむために用いる箱ひげ図の

作成において四分位数を求める際にも必要となる。

（５３＋５５）÷２＝５４

中央値５４回

５
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○ 代表値を用いて，データの傾向を的確に読み取ることができるようにする

データに基づいて不確定な事象を考察する場面において，目的に応じて収集したデータを

度数分布表やヒストグラムに表してデータの分布を捉えた上で，どの代表値を用いるべきか

を判断し，代表値を用いてデータの傾向を的確に読み取ることができるように指導すること

が大切である。

例えば，平成31年度（令和元年度）【中学校】数学８「図書だより」で取り上げたように，

平日１日あたりの読書時間のデータと休日１日あたりの読書時間のデータにおいて，全校生

徒の半数以上の生徒の読書時間の現状について説明するために，どの代表値を用いればよい

かを判断する場面を設定することが考えられる。その際，説明する対象が全校生徒の半数以

上の生徒の読書時間であり，半数以上に着目していることから，データを大きさの順に並べ

たときの中央の値を示す中央値を用いればよいことを確認する場面を設定することが考えら

れる。その上で，平日１日あたりの読書時間の中央値２２．５分の２２．５は，平日１日あたりの

読書時間の短い方から１３５番目の人の記録と１３６番目の記録の平均値であり，この値が生

徒２７０人の中央の値であることを解釈し，「平日は，２７０人の半数以上の生徒の読書時間が

２０分以上である」ことについて中央値２２．５分を基にして説明することが大切である。な

お，中央値以外の代表値についても取り上げ検討することも考えられる。その際，最頻値や

平均値からは平日１日あたりの読書時間についてどのようなことがいえるかなど，データの

傾向を読み取る活動を取り入れることも考えられる。

５
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数学６ 構想を立てて説明し，発展的に考察すること（４つの数の和）

６
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出題の趣旨

事象を数学的に考察する場面で，次のことができるかどうかをみる。

・事象の特徴を的確に捉えること

・筋道を立てて考え，事柄が成り立つ理由を説明すること

・発展的に考え，事柄の特徴を数学的な表現を用いて説明すること

数に関する事象を考察する場面では，成り立ちそうな事柄を予想し，予想を確かめ，事柄が

成り立つ理由について筋道を立てて考え説明すること，さらに，問題の条件を変えるなどして，

発展的に考察することが大切である。

本問では，図１のように，自然数を５つずつに区切った表で，四角で４つの数を囲み，それ

らの和について考察する場面を取り上げた。具体的には，四角で囲んだ４つの数の和について

予想した事柄が成り立つことを確かめ，文字を用いた式を用いて説明する状況を設けた。さら

に，自然数を６つずつに区切った表では，四角で囲んだ４つの数の和は２の倍数になることを

見いだし，どんな位置にある２つの数の和の２倍であるかを，事象と四角で囲んだ４つの数の

和の式とを関連付けて説明する文脈を設定した。

設問(１)

趣旨

問題場面における考察の対象を明確に捉えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ａ 数と式

(1) 具体的な事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に表現したり式

の意味を読み取ったりする能力を養うとともに，文字を用いた式の四則計算ができる

ようにする。

イ 文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明できることを理解すること。

ウ 目的に応じて，簡単な式を変形すること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

６ (1) １ ４×１５ 又は １５×４ と解答しているもの。 84.2 ◎

２ １５＋１５＋１５＋１５ と解答しているもの。 0.0 ○

３
４×□ 又は □×４ の□に１５以外の整数又は文字を用いた式を

2.0
入れて解答しているもの。

４ ６０÷４ と解答しているもの。 1.7

５ 上記１以外で，積が６０になる乗法の式を解答しているもの。 2.4

99 上記以外の解答 6.3

０ 無解答 3.4

正答率 84.2

６
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２．分析結果と課題

○ 正答率は 84.2％ であり，問題場面における考察の対象を明確に捉えることができている。

３．学習指導に当たって

○ 成り立ちそうな事柄を予想したり，それを確かめたりすることを通して，考察の対

象を明確に捉えることができるようにする

予想した事柄が別の場合でも成り立つかどうかを確かめ，考察の対象を明確に捉えること

ができるように指導することが大切である。

例えば，自然数を五つずつに区切った表において，縦に二つ，横に二つの数が入る四角で

四つの数を囲んでそれらの和を計算し，「四角で４つの数を囲むとき，４つの数の和はいつ

でも４の倍数になる。」と予想した場合，その予想が成り立つかどうかについて，四角で囲ん

だ他の四つの数の和が「４×（整数）」になることを確かめる場面を設定することが大切で

ある。

設問(２)

趣旨

目的に応じて式を変形したり，その意味を読み取ったりして，事柄が成り立つ理由を

説明することができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ａ 数と式

(1) 具体的な事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に表現したり式

の意味を読み取ったりする能力を養うとともに，文字を用いた式の四則計算ができる

ようにする。

イ 文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明できることを理解すること。

ウ 目的に応じて，簡単な式を変形すること。

６
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１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

６ (2) （正答の条件）

＜４（n＋３）と計算している場合＞

次の(a)，(b)について記述している。

(a) n＋３ は自然数だから，

(b) ４（n＋３）は４の倍数である。

＜４n＋１２ と計算している場合＞

次の(c)，(d)について記述している。

(c) ４n，１２が４の倍数で，４の倍数の和は４の倍数だから，

(d) ４n＋１２ は４の倍数である。

（正答例）

・ ４（n＋３）

n＋３ は自然数だから，４（n＋３）は４の倍数である。

したがって，四角で４つの数を囲むとき，４つの数の和はいつでも

４の倍数である。（解答類型１）

・ ４n＋１２

４n，１２が４の倍数で，４の倍数の和は４の倍数だから，

４n＋１２ は４の倍数である。

したがって，四角で４つの数を囲むとき，４つの数の和はいつでも

４の倍数である。（解答類型６）

１ ４（n＋３） (a)，(b)について記述しているもの。 28.4 ◎

(a)のみを記述しているもの。

２
（正答例）

0.3 ○
・ ４（n＋３）

n＋３ は自然数だから。

(b)のみを記述しているもの。

３
（正答例）

17.2 ○
・ ４（n＋３）

よって，４（n＋３）は４の倍数である。

(a)，(b)について記述していないもの。

４ （正答例） 5.5 ○

・ ４（n＋３）

５ (a)，(b)のいずれかの記述に誤りがあるもの。 0.1

６
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６ ４n＋１２ (c)，(d)について記述しているもの。 2.0 ◎

(c)のみを記述しているもの。

７
（正答例）

0.1 ○
・ ４n＋１２

４n，１２が４の倍数だから。

(d)のみを記述しているもの。

８
（正答例）

8.8 ○
・ ４n＋１２

よって，４n＋１２ は４の倍数である。

９ (c)，(d)について記述していないもの。 4.0

10 (c)，(d)のいずれかの記述に誤りがあるもの。 0.1

11
４×□ の□に（n＋３）以外の文字を用いた多項式を入れて記述

2.0
しているもの。

99 上記以外の解答 16.4

０ 無解答 15.1

正答率 62.3

２．分析結果と課題

○ 解答類型99の具体的な例としては，以下のようなものがある。

（例）

・ n＋（ n＋１）＋（ n＋５）＋（ n＋６）

＝４n＋１２

＝２（２n＋６）

このように記述した生徒は，四角で四つの数を囲むとき，四つの数の和はいつでも４の倍

数になることを説明するために，計算した式 ４n ＋１２ を ２（２n ＋６）と変形して説明

しようとしていたと考えられる。

３．学習指導に当たって

○ 事柄が成り立つ理由を，構想を立て，根拠を明確にして説明できるようにする

事柄が一般的に成り立つ理由を，構想を立てて説明する場面を設定し，文字式や言葉を

用いて根拠を明らかにできるように指導することが大切である。

本設問を使って授業を行う際には，予想した事柄である「四角で４つの数を囲むとき，４

つの数の和はいつでも４の倍数になる。」ということを説明するために，四角で囲んだ四つ

の数の和を表した式を ４×（整数）の形にすればよいという見通しをもって，変形する場

面を設定することが大切である。その際，４n ＋１２ という表現にとどまっているものを取

り上げ，この式を用いて４の倍数になることを示すためには，「４×（整数）」という形の式

で表せばよいことを確認するなど，４n＋１２ を ４（n＋３）と変形できるように指導する

ことが大切である。さらに，本設問では，n が自然数のため，n＋３ も自然数になり，同時

に整数であることを確認した上で，「n ＋３ が自然数だから，４（ n ＋３）は４の倍数であ

る。」もしくは，「n ＋３ が整数だから，４（n ＋３）は４の倍数である。」と表現すること

ができるようにするなど，説明を洗練させていく活動を取り入れることが考えられる。

６
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設問(３)

趣旨

数学的な結果を事象に即して解釈し，事柄の特徴を数学的に説明することができるか

どうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ａ 数と式

(1) 具体的な事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に表現したり式

の意味を読み取ったりする能力を養うとともに，文字を用いた式の四則計算ができる

ようにする。

イ 文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明できることを理解すること。

ウ 目的に応じて，簡単な式を変形すること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

６ (3) （正答の条件）

「○○は，◇◇である。」という形で，次の(a)，(b)を記述しているも

の。

(a) ○○が，「四角で囲んだ４つの数の和」である。

(b) ◇◇が，「左上の数と右下の数の和の２倍」である。

（正答例）

・ 四角で囲んだ４つの数の和は，左上の数と右下の数の和の２倍であ

る。（解答類型１）

１ (a)，(b)について記述しているもの。 30.5 ◎

(b)のみを記述しているもの。

２ （正答例） 0.3 ○

・ 左上の数と右下の数の和の２倍である。

３
(b)についての記述が十分でないもの。（(a)についての記述がない

2.0
ものを含む。）

４
数の位置に着目しているが，成り立たない事柄を記述しているも

6.9
の。（(a)についての記述がないものを含む。）

５ ２n＋７ について記述しているもの。 2.5

99 上記以外の解答 28.2

０ 無解答 29.5

正答率 30.9

６
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２．分析結果と課題

○ 解答類型99の具体的な例としては，以下のようなものがある。

（例）

・ 四角で囲んだ４つの数の和は，２つの数の和の２倍である。

このように記述した生徒は，四角で囲んだ四つの数の和について，どの位置にある二つの

数の和の２倍になるかを見いだして説明することができなかったと考えられる。

３．学習指導に当たって

○ 事柄の特徴を捉え，それを数学的に説明できるようにする

数の性質について成り立つ事柄を事象に即して解釈し，事柄の特徴を数学的に説明できる

ように指導することが大切である。

本設問を使って授業を行う際には，自然数を五つずつに区切った表を六つずつに区切った

表に変えて，四角で四つの数を囲むとき，四角で囲んだ四つの数の和は，２の倍数になるこ

とを見いだし，どんな数の２倍であるか説明する活動を設定することが考えられる。その際，

四角で囲んだ四つの数を，n，n＋１，n＋６，n＋７ と表したことから，２n＋７ は四角

で囲んだ数とどのような関係にあるかを考え，四角で囲んだ四つの数のうち，n と n＋７の

和，n＋１ と n＋６ の和で表されると捉えることが大切である。その上で，n は左上の数

で，n＋７ は右下の数であることを確認し，「四角で囲んだ４つの数の和は，左上の数と右下

の数の和の２倍である。」のように事柄の特徴を数学的に説明できるようにすることが大切

である。

本問全体の学習指導に当たって

○ 統合的・発展的に考察することができるようにする

数学の事象から問題を見いだし，数学的な推論などによって問題を解決し，解決の過程や

結果を振り返って，数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察することができ

るようにすることが大切である。

例えば，本問のように，自然数を五つずつに区切った表で見いだした事柄について，自然

数を六つずつに区切った表でも成り立つのではないかなど，条件を変えて考察することが大

切である。その際，自然数を六つずつに区切った表では，四角で囲んだ四つの数の和は，２

の倍数になることから，どんな数の２倍になるかを考え，左上の数と右下の数の和の２倍に

なることを見いだす場面を設定することが考えられる。さらに，自然数を五つずつに区切っ

た場合の文字式を振り返り，五つずつに区切った場合でも同じように成り立つ事柄を見いだ

す場面を設定することも考えられる。その上で，自然数の区切り方を変えても，四角で囲ん

だ四つの数の和は，自然数を五つずつに区切った表や六つずつに区切った表と同じように，

左上の数と右下の数の和の２倍になることや，自然数を奇数個ずつに区切った表の場合のみ，

四角で囲んだ四つの数の和は４の倍数になることについて考察することが考えられる。

このような活動を通して，一旦解決された問題やその解決過程を振り返り，問題の条件や

仮定を見直したり，共通する性質を見いだしたりすることを通して統合的・発展的に考察す

ることができるようにすることが大切である。

６
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数学７ 日常的な事象の数学化と問題解決の方法（砂時計）

出題の趣旨

与えられた情報を読み，次のことができるかどうかをみる。

・事象の特徴を的確に捉えること

・事象を理想化したり単純化したりすること

・数学的に表現したことを事象に即して解釈し，問題解決の方法を数学的に説明すること

実生活の場面において，事象を理想化・単純化してその特徴を的確に捉え，事象を数学的に

解釈することが求められる場合がある。その際，問題解決の方法を考え，それを数学的に説明

することが大切である。

本問では，砂時計について，２分をはかるために必要な砂の重さを求める場面を取り上げた。

この場面において，砂の重さと砂が落ち始めてから落ちきるまでの時間の関係をグラフに表し

た際の点の並びが一直線上にあると考えることで，その関係を比例とみなし，２分をはかるた

めに必要な砂の重さを求める方法を説明する文脈を設定した。

７
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設問(１)

趣旨

与えられた表やグラフから，必要な情報を適切に読み取ることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｃ 関数

(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを

通して，比例，反比例の関係についての理解を深めるとともに，関数関係を見いだし

表現し考察する能力を培う。

ウ 座標の意味を理解すること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

７ (1) １ Ａ と解答しているもの。 0.6

２ Ｂ と解答しているもの。 2.5

３ Ｃ と解答しているもの。 93.6 ◎

４ Ｄ と解答しているもの。 0.8

５ Ｏ と解答しているもの。 0.0

99 上記以外の解答 0.5

０ 無解答 2.0

２．分析結果と課題

○ 正答率は 93.6％ であり，与えられた表やグラフから，必要な情報を適切に読み取ること

ができている。

３．学習指導に当たって

○ 与えられたグラフから，必要な情報を適切に読み取ることができるようにする

グラフと具体的な事象を対応させ，グラフ上の点が具体的な事象では何を表しているのか

を捉える活動を取り入れ，与えられたグラフから必要な情報を適切に読み取ることができる

ように指導することが大切である。

本設問を使って授業を行う際には，砂の重さが７５ｇのときに，砂が落ちきるまでの時間

が３６．０秒であることを表すグラフ上の点の位置を確認する活動を通して，必要な情報を適

切に読み取ることができるように指導することが考えられる。

７
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設問(２)

趣旨

事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明することができるかどうかを

みる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｃ 関数

(1) 具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを

通して，比例，反比例の関係についての理解を深めるとともに，関数関係を見いだし

表現し考察する能力を培う。

エ 比例，反比例を表，式，グラフなどで表し，それらの特徴を理解すること。

オ 比例，反比例を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

７ (2) （正答の条件）

次のことについて記述しているもの。

＜グラフを用いることについて記述している場合＞

次の(a)，(b)について記述している。

(a) 直線のグラフをかいて利用すること。

(b) y座標が１２０のときの x座標を読むこと。

＜式を用いることについて記述している場合＞

次の(c)，(d)について記述している。

(c) 比例の式又は一次関数の式を求めて利用すること。

(d) y＝１２０ を代入して，xの値を求めること。

＜表や数値を用いることについて記述している場合＞

次の(e)，(f)について記述している。

(e) 表や数値を用いて割合を求めて利用すること。

(f) 砂が落ちきるまでの時間が１２０秒になる砂の重さを算出するこ

と。

（正答例）

・ 原点Ｏを通る直線のグラフをかき，y ＝１２０ のときの x 座標を読

む。（解答類型１）

・ yを xの比例の式で表し，その式に y ＝１２０ を代入し，x の値を

求める。（解答類型５）

・ 表の数値を用いて比例定数を調べ，その比例定数で砂が落ちきるま

での時間が１２０秒になる砂の重さを計算する。（解答類型９）

７
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(a)，(b)について文で記述しているもの。

１ 又は，実際にグラフをかき，y 座標が１２０のときの x 座標を読む 6.4 ◎

ことについて記述しているもの。

(a)について「直線」についての記述がなかったり，(b)について

「 y＝１２０」の記述がなかったりするが，グラフを用いることとその

用い方について記述しているもの。

２ （正答例） 0.3 ○

・ グラフの２つの点を結んで，y＝１２０ のときの xの値を読む。

・ 原点Ｏを通る直線のグラフをかき，x座標を読む。

３
(a)のみを記述しているもの。（(a)について「直線」についての記

14.6
述がないものを含む。）

４
(b)のみを記述しているもの。（(b)について「 y ＝１２０」の記述が

0.8
ないものを含む。）

(c)，(d)について文で記述しているもの。

５ 又は，実際に比例の式又は一次関数の式を求めて，y ＝１２０ を代 5.7 ◎

入して xの値を求めることについて記述しているもの。

(c)について「比例」又は「一次関数」についての記述がなかった

り，(d)について「 y ＝１２０」の記述がなかったりするが，式を用い

ることとその用い方について記述しているもの。

６
（正答例）

0.4 ○
・ 式で表し，y＝１２０ を代入して xの値を求める。

・ y を x の比例の式で表し，y に時間を代入して x の値を求め

る。

７
(c)のみを記述しているもの。（(c)について「比例」又は「一次関

6.1
数」についての記述がないものを含む。）

８
(d)のみを記述しているもの。（(d)について「 y ＝１２０」の記述が

0.1
ないものを含む。）

(e)，(f)について文で記述しているもの。

９
又は，実際に表や数値から変化の割合について調べて，砂がすべ

15.0 ◎
て落ちきるまでの時間が１２０秒になる砂の重さを求めることについ

て記述しているもの。

(e)について「割合」についての記述が十分でなかったり，(f)に

ついて求める砂の重さの記述が十分でなかったりするが，表や数値

を用いることとその用い方について記述しているもの。

（正答例）

10 ・ 表の数値を用いて，砂がすべて落ちきるまでの時間が１２０秒 0.5 ○

になる砂の重さを求める。

・ ２５ｇあたりに１２秒はかることができることを用いて，砂の重

さを計算する。

11
(e)のみを記述しているもの。（(e)について「割合」についての記

4.8
述が十分でないものを含む。）

12
(f)のみを記述しているもの。（(f)について求める砂の重さの記述

1.5
が十分でないものを含む。）

７
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99 上記以外の解答 19.5

０ 無解答 24.3

正答率 28.2

２．分析結果と課題

○ 解答類型３の具体的な例としては，以下のようなものがある。

（例）

・ 原点Ｏから点Ｄを通る直線をひき，砂の重さをみればよい。

・ ＯからＤの線をのばして，１２０秒のところの重さを見ればよい。

・ 原点ＯからＡ～Ｄを線でつなぎ，１２０秒のところまでのばす。

このように記述した生徒は，直線のグラフを用いることは記述しているが，その用い方と

して，２分をはかることができる砂の重さを求めるために，座標平面上で y 座標が１２０の

ときの x座標を読み取ることを明示して表現することができなかったと考えられる。

○ 解答類型99の具体的な例としては，以下のようなものがある。

（例）

・ 実験して２分になったときを調べればよい。

・ 多めに入れて１２０秒後に落ちた砂の重さをはかる。

・ 少しずつ砂の重さを増やしていき，２分まではかる。

このように記述した生徒は，実測を基に問題を解決する方法の見通しを表現しているが，

与えられた表やグラフを基に，数学を用いて問題を解決する方法の説明にまでは至らなかっ

たと考えられる。

○ 平成25年度【中学校】数学Ｂ３(2)（正答率32.6％）及び平成29年度【中学校】数学Ｂ３

(2)（正答率19.1％）で類題を出題している。「平成25年度【中学校】報告書」及び「平成

29年度【中学校】報告書」において，「事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に

説明すること」に課題があると分析している。これに関連して本設問では，「与えられた表

やグラフを用いて，２分をはかるために必要な砂の重さを求める方法を説明すること」をみ

る問題を出題した（正答率28.2％）。今回の結果から，事象を数学的に解釈し，問題解決の

方法を数学的に説明することに，引き続き課題がある。

７
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３．学習指導に当たって

○ 実験で得られたデータを理想化したり単純化したりして，その特徴を的確に捉える

ことができるようにする

日常的な事象における伴って変わる二つの数量について，観察や操作，実験などの活動か

ら得られたデータを，表やグラフに表現することを通して，その二つの数量の関係を捉える

ことができるように指導することが大切である。

本設問を使って授業を行う際には，伴って変わる二つの数量として「砂の重さ」と「砂が

落ちきるまでの時間」に着目し，実験で得られたデータを座標平面や表に表し，表されたグ

ラフや表のもつ性質を利用してその関係を見いだす活動を取り入れることが大切である。そ

の際，表や数値を用いて求めた割合が一定であると考えたり，座標平面上に表された点が原

点を通る一直線上にあると考えたりするなど，理想化したり単純化したりすることで，二つ

の数量の関係を比例とみなして問題を解決できるようにすることが大切である。

○ 問題解決のために数学を活用する方法を考え，説明できるようにする

様々な問題を数学を活用して解決できるようにする際に，問題解決の方法に焦点を当て，

「用いるもの」とその「用い方」について考え，説明できるように指導することが大切であ

る。その際，実際に行った解決の過程を振り返り，そのときに用いた方法について，「用い

るもの」や「用い方」のいずれか一方の説明にとどまらず，「用いるもの」とその「用い方」

の両方を指摘し，的確に説明できるように指導することが大切である。

本設問を使って授業を行う際には，「砂が落ちきるまでの時間」は「砂の重さ」に比例す

るとみなした上で，例えば，グラフを用いて問題を解決する場合を取り上げ，その方法につ

いて，原点Ｏを通る直線のグラフをかくこと（「用いるもの」）と，y 座標が１２０のときの x

座標を読むこと（「用い方」）の両方を指摘し，問題解決の方法を的確に説明する活動を取

り入れることが考えられる。

なお，解決の方法を説明する場面においては，「直線のグラフをかいて求める」や

「y＝１２０を代入する」など，説明として不十分なものを取り上げて吟味し，より洗練され

た表現に高めていく工夫が考えられる。

７
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本問全体の学習指導に当たって

○ 日常生活における問題の解決に数学を活用できるようにする

具体的な場面において，事象を理想化したり単純化したりして，日常生活における問題を

数学の問題として捉え，日常生活における問題を数学を活用して解決できるように指導する

ことが大切である。その際，問題解決の方法について振り返る場面を設定することが考えら

れる。

例えば，本問のように，２分間スピーチの時間をはかるために２分をはかることができる

砂時計を作る場面において，砂の重さと砂が落ちきるまでの時間について，その特徴を調べ

るために実験を行い，表やグラフで表す場面を設定することが考えられる。その際，作成し

た表やグラフから，二つの数量の関係を理想化したり単純化したりして比例とみなし，２分

をはかることのできる砂の重さを予測する方法について話し合う活動を設定することが考え

られる。また，比例とみなして考察した結果をもとに，実際に２分をはかることができるか

を確認し，結果の妥当性について検証する活動も考えられる。さらに，問題解決の過程を振

り返り，用いた数学的な考えについて共有する場面を設定し，日常的な事象に含まれる数量

を比例とみなして問題解決することのよさや，表やグラフを相互に関連させて考察すること

のよさなどを話し合うことが大切である。

このような活動を通して，日常的な事象を理想化したり単純化したりすることで，事象を

数理的に捉え，数学的に処理し，問題を解決することのよさを実感できるようにすることが

大切である。
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数学８ データの傾向を読み取り，批判的に考察し判断すること

（キャンプ場の気温）

８
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出題の趣旨

データに基づいて不確定な事象を考察する場面において，次のことができるかどうかを

みる。

・数学的に表現したことを事象に即して解釈すること

・解決の過程や結果を批判的に考察すること

・事象を数学的に解釈し，その根拠を数学的な表現を用いて説明すること

日常生活や社会の事象を考察する場面では，表やグラフなどからデータの傾向を適切に読み

取り，それらを基に判断の理由を説明することが求められる場合がある。その際，グラフや代

表値を用いてデータの傾向を捉え説明することが大切である。

本問では，５月のＡ市のキャンプ場の過ごしやすさを判断するために，Ａ市の気候について，

調べたことを表やヒストグラムなどに整理して分析し，それらからデータの傾向を捉える場面

を設定した。この場面において，ヒストグラムから気温差と日数の分布の様子を読み取った上

で，気温差の度数分布表から各階級に含まれる日数の相対的な大きさを示す値として相対度数

が用いられていることを，事象に即して解釈する状況を設けた。さらに，気温差の度数分布多

角形から，「日照時間が６時間以上の日は，６時間未満の日より気温差が大きい傾向にある」

ことを捉える文脈を設定した。
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設問(１)

趣旨

ヒストグラムからある階級の度数を読み取ることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｄ 資料の活用

(1) 目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表やグラフに整

理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取ることができるよ

うにする。

ア ヒストグラムや代表値の必要性と意味を理解すること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

８ (1) １ ６ と解答しているもの。 83.2 ◎

２ ９ と解答しているもの。 1.6

３ ８ と解答しているもの。 0.6

99 上記以外の解答 10.4

０ 無解答 4.2

２．分析結果と課題

○ 解答類型99の中には，「４」という解答がみられた。これは，気温差のヒストグラムで気

温差が９℃以上１２℃未満の階級が，左から数えて４番目にあると捉えて解答した生徒がい

ると考えられる。

３．学習指導に当たって

○ データの傾向を読み取るために，度数分布表やヒストグラムから必要な情報を読み

取ることができるようにする

データの分布の傾向を捉える場面を設定し，目的に応じて度数分布表やヒストグラムにお

ける階級の度数に着目するなどして，必要な情報を読み取ることができるように指導するこ

とが大切である。

本設問を使って授業を行う際には，収集したデータを基に，ヒストグラムを作成し，デー

タの傾向を読み取る場面を設定することが考えられる。その際，作成したヒストグラムにお

いて，目的に応じて階級の度数を的確に読み取ることが大切である。その上で，階級の小さ

い方からある階級までの度数の総和に着目して，データの傾向を捉えることも考えられる。
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設問(２)

趣旨

相対度数の必要性と意味を理解しているかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｄ 資料の活用

(1) 目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表やグラフに整

理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取ることができるよ

うにする。

ア ヒストグラムや代表値の必要性と意味を理解すること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

８ (2) １ ア と解答しているもの。 9.9

２ イ と解答しているもの。 19.9

３ ウ と解答しているもの。 32.1

４ エ と解答しているもの。 37.1 ◎

99 上記以外の解答 0.1

０ 無解答 1.0

２．分析結果と課題

○ 解答類型３の中には，二つの分布の傾向を比べるために相対度数を用いるのは，日照時間

が「６時間未満」と「６時間以上」の階級ごとの度数が違うからであると捉えた生徒がいる

と考えられる。

解答類型２の中には，二つの分布の傾向を比べるために相対度数を用いるのは，日照時間

が「６時間未満」と「６時間以上」の気温差が違うからであると捉えた生徒がいると考えら

れる。

３．学習指導に当たって

○ 相対度数の必要性と意味について理解できるようにする

大きさの異なる二つ以上の集団のデータについて，その傾向を比較するために，相対度

数が必要であることを理解できるように指導することが大切である。

本設問を使って授業を行う際には，度数の合計が異なる二つの集団のデータの傾向を比べ

る場合，度数分布表の各階級の度数で比べてよいかについて検討する場面を取り入れること

が考えられる。その際，６時間未満と６時間以上の度数の合計が異なることに着目して，全

体（総度数）に対する部分（各階級の度数）の割合を示すことで，日照時間が６時間未満と

６時間以上での気温差の傾向を捉える活動を取り入れることが考えられる。このとき用いた

割合を相対度数といい，相対度数を用いると大きさの異なる集団の階級ごとの比較がしやす

くなることから，相対度数の必要性を実感できるようにすることが大切である。

８
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相対度数の学習指導に当たって

これまでの全国学力・学習状況調査【中学校】数学における調査結果から，相対度数を

求めることについて課題がみられた。また，今回の全国学力・学習状況調査【中学校】数

学における調査結果から，相対度数の理解について課題がみられた。

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H25A14(2)
６月の日ごとの最高気温の分布を表したヒスト

23.7％ P.74～ P.76 P.80～ P.83
グラムから，ある階級の相対度数を求める

H26A13(1)
生徒６０人の通学時間の分布を表した度数分布

43.4％ P.80～ P.83 P.87～ P.91
表から，ある階級の相対度数を求める

H28B５(2)
２５．５ｃｍの靴が貸し出された回数の相対度数を

31.3％ P.110～ P.114 P.126～ P.130
求める式を書く

H29A14(2)
６月１日から３０日までの記録を表した度数分

46.1％ P.84～ P.87 P.100～ P.104
布表から，ある階級の相対度数を求める

R03８(2)
２つの分布の傾向を比べるために相対度数を用

37.1％ P.40～ P.47 P.50～ P.58
いることの前提となっている考えを選ぶ

中学校学習指導要領（平成29年告示）では，身に付ける知識及び技能として下のような

事項が取り上げられている。

〔第１学年〕 Ｄ データの活用

(1)ア(ア) ヒストグラムや相対度数などの必要性と意味を理解すること。

この事項について，例えば，次のような二つの学習指導が考えられる。

① 統計的に問題解決する際に，相対度数を用いる必要性について検討すること

相対度数の必要性と意味を理解できるようにするためには，大きさの異なる二つ以上の

集団のデータを比較する際に，相対度数を求めるだけでなく，相対度数を用いた方がデー

タの傾向について比較しやすくなることがあるということを知るなど，授業の中で相対度

数の必要性について取り上げる場面を設定することが大切である。

１２～１５
１５～１８
１８～２１

２
０
０

６
３
１

６
７
８

合計 １９ １２９

気温差について，さらに詳しく調べるために，日照時間について

６時間未満の日と６時間以上の日で分けて度数分布表にまとめました。

この度数分布表から，どのようなことがわかりますか。

６時間以上では，気温差が大きい

階級の方に度数が集まっているね。

６時間未満と６時間以上の

度数の合計が違います。

６時間未満では，気温差が小さい

階級の方に度数が集まっているね。

気温差が大きいのは

６時間以上の方かな。

ファイル ホーム 挿入 ページレイアウト 数式 データ 校閲 表示

気温差（℃）

０～３

６時間未満
度数（日）

３～６
６～９
９～１２

６時間以上
度数（日）

１
３
９
４

０
０
０
２

１

２
３
４
５

Ａ Ｂ Ｃ

気温差の度数分布表

教師

８
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相対度数の学習指導に当たって

これまでの全国学力・学習状況調査【中学校】数学における調査結果から，相対度数を

求めることについて課題がみられた。また，今回の全国学力・学習状況調査【中学校】数

学における調査結果から，相対度数の理解について課題がみられた。

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

H25A14(2)
６月の日ごとの最高気温の分布を表したヒスト

23.7％ P.74～ P.76 P.80～ P.83
グラムから，ある階級の相対度数を求める

H26A13(1)
生徒６０人の通学時間の分布を表した度数分布

43.4％ P.80～ P.83 P.87～ P.91
表から，ある階級の相対度数を求める

H28B５(2)
２５．５ｃｍの靴が貸し出された回数の相対度数を

31.3％ P.110～ P.114 P.126～ P.130
求める式を書く

H29A14(2)
６月１日から３０日までの記録を表した度数分

46.1％ P.84～ P.87 P.100～ P.104
布表から，ある階級の相対度数を求める

R03８(2)
２つの分布の傾向を比べるために相対度数を用

37.1％ P.40～ P.47 P.50～ P.58
いることの前提となっている考えを選ぶ

中学校学習指導要領（平成29年告示）では，身に付ける知識及び技能として下のような

事項が取り上げられている。

〔第１学年〕 Ｄ データの活用

(1)ア(ア) ヒストグラムや相対度数などの必要性と意味を理解すること。

この事項について，例えば，次のような二つの学習指導が考えられる。

① 統計的に問題解決する際に，相対度数を用いる必要性について検討すること

相対度数の必要性と意味を理解できるようにするためには，大きさの異なる二つ以上の

集団のデータを比較する際に，相対度数を求めるだけでなく，相対度数を用いた方がデー

タの傾向について比較しやすくなることがあるということを知るなど，授業の中で相対度

数の必要性について取り上げる場面を設定することが大切である。

１２～１５
１５～１８
１８～２１

２
０
０

６
３
１

６
７
８

合計 １９ １２９

気温差について，さらに詳しく調べるために，日照時間について

６時間未満の日と６時間以上の日で分けて度数分布表にまとめました。

この度数分布表から，どのようなことがわかりますか。

６時間以上では，気温差が大きい

階級の方に度数が集まっているね。

６時間未満と６時間以上の

度数の合計が違います。

６時間未満では，気温差が小さい

階級の方に度数が集まっているね。

気温差が大きいのは

６時間以上の方かな。

ファイル ホーム 挿入 ページレイアウト 数式 データ 校閲 表示

気温差（℃）

０～３

６時間未満
度数（日）

３～６
６～９
９～１２

６時間以上
度数（日）

１
３
９
４

０
０
０
２

１

２
３
４
５

Ａ Ｂ Ｃ

気温差の度数分布表

教師

② 問題解決した後に相対度数を用いることのよさを振り返ること

相対度数の必要性と意味を理解できるようにするためには，問題解決をした後に，相対度

数を用いたときと用いていないときでの度数分布表や度数分布多角形を比較し，相対度数を

用いることのよさを振り返る場面を取り入れることが考えられる。例えば，度数分布多角形

の縦軸を度数及び相対度数とすると，下のようになる。縦軸を相対度数にした場合，二つの

度数分布多角形は形状や山の高さが同じなのに対し，縦軸を度数にした場合，二つの度数分

布多角形は山の高さが異なる。縦軸を度数にした度数分布多角形から，気温差の最頻値がわ

かるが，縦軸を相対度数にした度数分布多角形からは，最頻値だけでなく全体に対する割合

まで判断することができる。このことから，大きさの異なる二つの集団のデータの傾向を比

較する際には，縦軸を度数ではなく，相対度数とすることの必要性を確認し，相対度数を用

いることのよさを実感できるようにすることが大切である。

（相対度数）

０
０．０５

２４１８９６３ （℃）１２１５ ２１

０．１０
０．１５
０．２０
０．２５
０．３０
０．３５
０．４０
０．４５
０．５０

０

（度数）

０
２４１８９６３ （℃）１２１５ ２１

２

４

６

８

１０

０

６時間未満 ６時間以上

１２～１５
１５～１８
１８～２１
合計

２
０
０

６
３
１

１９ １２

０．１１
０．００
０．００
１．００

０．５０
０．２５
０．０８
１．００

６
７
８
９

挿入 ページレイアウト 数式 データ 校閲 表示

作った度数分布表の度数を使って度数

分布多角形を作ってもいいですか。 ファイル ホーム

気温差（℃）

Ａ
６時間未満
Ｂ

６時間以上
Ｃ６時間未満と６時間以上の

合計が違うので相対度数を

使って作るといいと思います。
１

そうですね。６時間未満と６時間以上

の合計が異なるので，相対度数を考え

る必要がありますね。

度数分布表を作り直してみましょう。

０．０５
相対度数度数（日） 相対度数

０
度数（日）

０～３
３
９

１ ０．００２
３～６
６～９

０
０

０．１６
０．４７

０．１７

０．００
０．００

３
４

９～１２ ４ ２０．２１５

作り直した気温差の度数分布表

ヒストグラムに表して

調べたいです。

縦軸を度数にした度数分布多角形 縦軸を相対度数にした度数分布多角形

２つの分布を調べるので度数分布多角形

を作るといいと思います。

Ｄ Ｅ

６時間未満と６時間以上での気温差について，２つの分布の傾向を比較したいです。

どのようにして調べたらよいですか。

８
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設問(３)

趣旨

データの傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができ

るかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｄ 資料の活用

(1) 目的に応じて資料を収集し，コンピュータを用いたりするなどして表やグラフに整

理し，代表値や資料の散らばりに着目してその資料の傾向を読み取ることができるよ

うにする。

イ ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向をとらえ説明すること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

８ (3) （正答の条件）

次の(a)，(b)について記述しているもの。

(a) ６時間未満の度数分布多角形よりも６時間以上の度数分布多角形

の方が右側にあること。

(b) 日照時間が６時間以上の日は，６時間未満の日より気温差が大き

い傾向にあること。

（正答例）

・ ２つの度数分布多角形が同じような形で，６時間未満の度数分布

多角形よりも６時間以上の度数分布多角形の方が右側にある。した

がって，日照時間が６時間以上の日は，６時間未満の日より気温差

が大きい傾向にある。（解答類型１）

１ (a)，(b)について記述しているもの。 3.1 ◎

(a)のみを記述しているもの。

（正答例）

・ ２つの度数分布多角形において，６時間未満よりも６時間以上

２ の方が右側にあるから。 8.1 ○

・ ２つの度数分布多角形において，６時間以上よりも６時間未満

の方が左側にあるから。

３
(a)について，２つの度数分布多角形の位置が異なることのみを記

0.2
述しているもの。（(b)についての記述がないものを含む。）

４ ２つの度数分布多角形の形状のみを記述しているもの。 4.7

５
２つの度数分布多角形の山の高さの比較について記述しているも

3.2
の。

上記５以外で，度数分布多角形について，最小値，最大値，最頻

６ 値（度数が最大の階級の真ん中の値）など，ある点を比較して記述 6.0

しているもの。

７ 度数分布多角形の相対度数に着目して記述しているもの。 8.1

８
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８
上記以外で，度数分布多角形から読み取れることを記述している

1.6
もの。（(b)についての記述がないものを含む。）

９
(a)について，度数分布多角形を根拠にしているが，読み取りを

0.1
誤って記述しているもの。（(b)についての記述がないものを含む。）

10 度数分布多角形の読み取りを誤って記述しているもの。 1.4

99 上記以外の解答 31.6

０ 無解答 31.8

正答率 11.2

２．分析結果と課題

○ 解答類型99の具体的な例としては，以下のようなものがある。

（例）

・ ６時間以上の度数分布多角形の方が気温が高いから。

・ 度数分布多角形をみると，日照時間が６時間以上の日は，日照時間が６時間未満

の日よりも平均気温が高い。

このように記述した生徒は，横軸を気温と捉えており，日照時間が６時間以上の方が６時

間未満よりも気温が高いことから気温差が大きい傾向にあることを説明しようとしていたと

考えられる。

○ 平成29年度【中学校】数学Ｂ５(3)（正答率18.0％）で類題を出題している。「平成29年

度【中学校】報告書」において，「資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を

用いて説明すること」に課題があると分析している。これに関連して本設問では，「日照時

間が６時間以上の日は，６時間未満の日より気温差が大きい傾向にあると主張できる理由を，

グラフの特徴を基に説明すること」をみる問題を出題した（正答率11.2％）。今回の結果か

ら，データの傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明することに，引

き続き課題がある。

８
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３．学習指導に当たって

○ 判断の理由を数学的な表現を用いて説明できるようにする

データの分布の様子を捉える場面を設定し，データの傾向を的確に捉えて判断できるよう

に指導することが大切である。

本設問を使って授業を行う際には，「日照時間が６時間以上の日は，６時間未満の日より

気温差が大きい傾向にあるかどうか」について，データの分布の比較から検討し，判断する

場面を設定することが考えられる。その際，作った二つの度数分布多角形の形や位置関係に

着目して，二つの度数分布多角形における分布の特徴について話し合うことが考えられる。

その上で，見いだした分布の特徴から結論をいうためにふさわしい根拠となるものを取り上

げ，判断したこととその理由について説明する活動を取り入れることが考えられる。

本問全体の学習指導に当たって
○ 目的に応じてデータを収集して処理し，その傾向を読み取って批判的に考察し判断

することを通して，統計的に問題解決することができるようにする

日常生活や社会の事象を題材とした問題などを取り上げ，統計的に問題解決することがで

きるように指導することが大切である。その際，問題を解決するために計画を立て，必要な

データを収集して処理し，データの傾向を捉え，その結果を基に批判的に考察し判断すると

いう一連の活動を充実することが大切である。

例えば，本問のように，キャンプの準備のために，キャンプ場での過ごしやすさとして気

候について調べてみるという現実場面において，５月の気候データを収集し，それを整理し

て傾向を捉え，５月の気候の特徴について話し合う場面を設定することが考えられる。その

際，気温差に着目してそれを調べたところ，日照時間が長い日は，気温差が大きいのではな

いかと考え，日照時間が６時間未満と６時間以上の日で分けて，気温差の傾向を読み取る活

動を設定することが考えられる。さらに，日照時間が６時間未満と６時間以上のデータの総

度数が違うので，相対度数の度数分布多角形を用いて二つのデータの分布の傾向を読み取り，

日照時間の違いによる気温差の傾向について考察する活動を設定することも考えられる。

８
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数学９ 平行線や角の性質を基に，図形を考察すること（三角定規）

９
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出題の趣旨

図形の性質を考察する場面において，次のことができるかどうかをみる。

・事象に即して解釈したことを数学的に表現すること

・筋道を立てて考え，事柄が成り立つ理由を説明すること

・解決の方針を立てること

図形の性質を考察する場面では，予想した事柄が成り立つ理由を筋道を立てて考えることや

条件を保ったまま図形を動かしても成り立つ事柄を見いだすことが大切である。

本問では，合同な図形の性質や平行線の性質などを用いて，２つの三角定規を組み合わせて

できる四角形について考察する場面を取り上げた。具体的には，四角形ＡＢＣＥが平行四辺形

になることを，平行四辺形になるための条件を用いて説明する文脈を設定した。さらに，２つ

の三角定規が重なったところにできる四角形ＡＰＤＱが長方形になることを示す上で，∠ＡＰＤ

が９０°となることを説明するために，錯角が等しいことの根拠となる２直線の位置関係を明ら

かにする状況を設けた。また，動かす三角定規を変え，条件を保ったまま△ＧＨＩを動かした

とき，四角形ＡＲＧＳの内角についていつでも成り立つ性質を見いだし，数学的に表現する文

脈を設定した。

設問(１)

趣旨

平行四辺形になるための条件を用いて，四角形が平行四辺形になることの理由を説明

することができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｂ 図形

(2) 図形の合同について理解し図形についての見方を深めるとともに，図形の性質を三

角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に考察し表現する能力を養う。

イ 証明の必要性と意味及びその方法について理解すること。

ウ 三角形の合同条件などを基にして三角形や平行四辺形の基本的な性質を論理的に

確かめたり，図形の性質の証明を読んで新たな性質を見いだしたりすること。

９
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１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

９ (1) （正答の条件）

アを選択し，次の(a)，(b)について記述しているもの，又は，イを

選択し，次の(c)，(d)について記述しているもの。

(a) ＡＢ＝ＣＥ

(b) ＢＣ＝ＥＡ

(c) ∠ＡＢＣ＝∠ＣＥＡ

(d) ∠ＥＡＢ＝∠ＢＣＥ

（正答例）

〈アを選択した場合〉

・ ＡＢ＝ＣＥ ……①

ＢＣ＝ＥＡ ……②

①，②より，２組の向かい合う辺がそれぞれ等しい四角形は，平行

四辺形である。（解答類型１）

〈イを選択した場合〉

・ ∠ＡＢＣ＝∠ＣＥＡ ……①

∠ＥＡＢ＝∠ＢＣＥ＝１２０° ……②

①，②より，２組の向かい合う角がそれぞれ等しい四角形は，平行

四辺形である。（解答類型５）

１ ア (a)，(b)について記述しているもの。 39.0 ◎

２
を (a)のみを記述しているもの。又は，(b)のみを記述しているも

1.8
選 の。

３ 択 上記以外の解答 11.6

４ 無解答 9.2

５ イ (c)，(d)について記述しているもの。 5.7 ◎

６
を (c)のみを記述しているもの。又は，(d)のみを記述しているも

10.4
選 の。

７ 択 上記以外の解答 11.0

８ 無解答 7.3

99 上記以外の解答 0.6

０ 無解答 3.5

正答率 44.6

９
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２．分析結果と課題

○ 解答類型３の具体的な例としては，以下のようなものがある。

（例）

・ ２組の向かい合う辺がそれぞれ等しい四角形は，平行四辺形なので，平行四辺形

である。

・ ＡＢ∥ＥＣ，ＡＥ∥ＢＣ

よって，２組の向かい合う辺がそれぞれ平行なので，四角形は平行四辺形である。

このように記述した生徒は，根拠として用いる２組の向かい合う辺の相等を具体的に明示

することができなかったと考えられる。

○ 解答類型６の具体的な例としては，以下のようなものがある。

（例）

・ ∠Ｂ＝∠Ｅ，∠Ａ＝∠Ｃ

・ ∠Ｂ＝∠Ｅ，∠ＢＡＣ＝∠ＥＣＡ，∠ＢＣＡ＝∠ＥＡＣ

このように記述した生徒は，∠ＥＡＢ＝∠ＢＣＥを明示して記述することができなかった

と考えられる。

○ 解答類型７の具体的な例としては，以下のようなものがある。

（例）

・ ２組の向かい合う角がそれぞれ等しい四角形は，平行四辺形なので，平行四辺形

である。

このように記述した生徒は，根拠として用いる２組の向かい合う角の相等を具体的に明示

することができなかったと考えられる。

３．学習指導に当たって

○ 事柄が成り立つことについて，根拠を明確にして説明することができるようにする

事柄が成り立つことを説明するためには，何を示せばよいかを明らかにし，着目すべき性

質や関係を見いだす活動を取り入れ，根拠を明確にして説明することができるように指導す

ることが大切である。

本設問を使って授業を行う際には，四角形ＡＢＣＥが平行四辺形になることを説明するた

めに，平行四辺形になるための条件を示せばよいことを明らかにし，どの条件を用いればよ

いかについて検討する活動を取り入れることが考えられる。その際，△ＡＢＣと△ＣＥＡが

合同であることを基に，対応する辺や角の等しい関係に着目して，平行四辺形になるための

条件を確認する場面を設定することが考えられる。

９
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設問(２)

趣旨

錯角が等しくなるための，２直線の位置関係を理解しているかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｂ 図形

(1) 観察，操作や実験などの活動を通して，基本的な平面図形の性質を見いだし,平行線

の性質を基にしてそれらを確かめることができるようにする。

ア 平行線や角の性質を理解し，それに基づいて図形の性質を確かめ説明すること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

９ (2) １ ＦＥ∥ＢＣ と解答しているもの。 64.7 ◎

２ ＦＥ＝ＢＣ と解答しているもの。 7.3

99 上記以外の解答 13.9

０ 無解答 14.0

２．分析結果と課題

○ 解答類型99の中には，「平行」や「∥」という解答がみられた。これは，直線ＦＥと直線

ＢＣが平行であることを，「ＦＥ∥ＢＣ」と表すことができなかった生徒がいると考えられる。

３．学習指導に当たって

○ 結論が成り立つための前提を，数学的に表現できるようにする

論理的に考察し表現するために，結論が成り立つための前提を表現することができるよう

に指導することが大切である。例えば，同位角や錯角が等しくなるための前提となる２直線

の位置関係を明らかにする活動を取り入れることが考えられる。

本設問を使って授業を行う際には，四角形ＡＰＤＱが長方形になることを示すために，

∠ＡＰＤが９０°になることがいえればよいことを明らかにし，∠ＡＰＤが９０°になることの

根拠を説明する活動を取り入れることが考えられる。その際，二つの三角定規を組み合わせ

てできた図形を表した図５を観察し，その図形の辺や角についての特徴を見いだす場面を設

定することが大切である。その中で，錯角である∠ＦＡＰと∠ＰＢＤが等しく６０°であるこ

とを捉え，そのことが２直線ＦＥ，ＢＣの位置関係が平行であることから導かれるといった

前提を明確にし，「ＦＥ∥ＢＣより，∠ＦＡＰ＝∠ＰＢＤである。」などと表現することができ

るようにすることが大切である。

９
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設問(３)

趣旨

ある条件の下で，いつでも成り立つ図形の性質を見いだし，それを数学的に表現する

ことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｂ 図形

(1) 観察，操作や実験などの活動を通して，基本的な平面図形の性質を見いだし,平行線

の性質を基にしてそれらを確かめることができるようにする。

ア 平行線や角の性質を理解し，それに基づいて図形の性質を確かめ説明すること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

９ (3) ∠ＡＲＧ，∠ＡＳＧのそれぞれの大きさは変わらないことを解答し

１
ているもの。

16.2 ◎
（∠ＡＲＧの大きさは変わらないこと，∠ＡＳＧの大きさは変わらな

いことのいずれかを解答しているものを含む。）

∠ＡＲＧ＝１０５°であり，∠ＡＳＧ＝７５°であることを解答してい

２
るもの。

2.8 ◎
（∠ＡＲＧ＝１０５°であること，∠ＡＳＧ＝７５°であることのいずれ

かを解答しているものを含む。）

３
上記１，２以外で，∠ＡＲＧ，∠ＡＳＧの大きさについて成り立つ

10.3 ◎
ことを解答しているもの。

４ ∠ＡＲＧ＋∠ＡＳＧ＝１８０° と解答しているもの。 9.0

５
∠ＡＲＧ，∠ＡＳＧのそれぞれの大きさは大きくなったり，小さく

1.6
なったりすることを解答しているもの。

99 上記以外の解答 31.8

０ 無解答 28.4

正答率 29.3

９
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２．分析結果と課題

○ 解答類型３の具体的な例としては，以下のようなものがある。

（例）

・ ∠ＡＲＧ＞∠ＡＳＧ

このように記述した生徒は，∠ＡＲＧと∠ＡＳＧの大きさについて，∠ＡＲＧの方が∠ＡＳＧ

より大きくなることを見いだし，それを数学的に表現することができている。

○ 解答類型99の具体的な例としては，以下のようなものがある。

（例）

・ ∠ＡＲＧ＝∠ＡＳＧ

・ ∠ＡＲＧと∠ＡＳＧは対角である。

・ 重なったところは四角形になっている。

このように記述した生徒は，∠ＡＲＧと∠ＡＳＧの大きさについて，いつでもいえること

を見いだすことができなかったり，∠ＡＲＧと∠ＡＳＧの大きさではなく位置関係などにつ

いて指摘していたりすると考えられる。

３．学習指導に当たって

○ ある条件の下で成り立つ図形の性質を見いだし，それを数学的に表現できるように

する

条件を保ったまま動かした図形を観察し，辺や角について変わらない性質を見いだす活動

を取り入れ，ある条件の下でいつでも成り立つ性質や関係を捉え，それを数学的に表現する

ことができるように指導することが大切である。

本設問を使って授業を行う際には，動かす三角形を△ＤＥＦから△ＧＨＩに変えて，同じ

条件で△ＧＨＩを動かして観察することを通して，辺や角についての性質を見いだし，それ

を数学的に表現する場面を設定することが考えられる。その際，∠ＡＲＧと∠ＡＳＧについ

て見いだした性質を共有した上で，さらにいえることはないか考えたり，見いだした性質を

関連付けて考えたりする活動を取り入れることが大切である。

９
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本問全体の学習指導に当たって

○ 観察や操作，実験などの活動を通して，図形の性質を見いだすことや，発展的に考

察することができるようにする

図形の性質を考察する場面では，観察や操作，実験などの活動を通して，予想した事柄が

成り立つ理由を筋道を立てて考えることができるようにするとともに，条件を変えるなどし

て発展的に考察することができるようにすることが大切である。

例えば，本問のように，二つの三角定規を組み合わせてできる四角形について考察する場

面を設定することが考えられる。その際，二つの三角定規の辺どうしを重ねて並べた場合，

平行四辺形になることや，辺を重ねた状態から条件を保ったまま図形を動かした場合，二つ

の三角定規が重なったところにできる四角形が長方形になることを予想し，予想した事柄が

成り立つ理由を説明する活動を取り入れることが考えられる。さらに，動かす三角定規を変

えて条件を保ったまま図形を動かしたときに重なったところにできる図形について，いつで

も成り立つ事柄を見いだし，それを数学的に表現できるようにすることも大切である。

このような活動を通して，平行線や角などの図形の性質を基に，図形を考察することがで

きるようにすることが大切である。

９
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